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く ら し

シ ン ポ ジ ウ ム

と ・う み ・ ひ

●多様な経験と価値観をミックスさせたら何が生まれる？

●平成30年9月8日（土）～9日（日）　塩竈市魚市場
　［主催］ うみ・ひと・くらしフォーラム、一般財団法人東京水産振興会、塩竈市
　［後援］ 宮城県、宮城県漁業協同組合、国立研究開発法人水産研究・教育機構、東海大学海洋学部

うみ・ひと・くらしフォーラム

2018 in 塩竈
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皆様こんにちは。今年もうみ・ひと・くらしシンポジウムを開催することができ、大変うれしく思っています。
うみ・ひと・くらしフォーラムと東京水産振興会は、活動の実践者である女性グループが一堂に会して情報や
意見を交換し合う場として、これまで様々な地域でシンポジウムを開催してまいりました。
今年は宮城県塩竃市を舞台に、「多様な経験と価値観をミックスさせたら何が生まれる？」というテーマで

シンポジウムを開催します。日頃の想いをどんどん発言し、みんなで共有していきましょう。

うみ・ひと・くらしフォーラム（関 いずみ・三木 奈都子・副島 久実）

ごあいさつ

く ら し シンポ
ジ
ウムと・う み ・ ひ

2018 in 塩竃
●多様な経験と価値観をミックスさせたら何が生まれる？

●塩竃市長　佐藤 昭 氏
東日本大震災で浦戸は7メートルを超える津波がきました。残念ながら、私も渡る

すべがなくて、自衛隊のヘリコプターで浦戸に訪問できたのは、5日目でした。島の方々
におそらく「市長、何しに来たんや」とお叱りをいただくという覚悟で、浦戸に参っ
たことを記憶しています。ヘリコプターから降りて、島の皆さま方とお話しました。
型どおり「市長何しに来たんや」と言われました。その次の言葉です。「俺たちは自分
たちでがんばっから、心配すんな」と。「あんた、忙しいんだから、市内のことしっかり頑張れ」という
ような励ましの言葉をいただきまして、本当に涙がこぼれました。
こういった気持ちは、全ての里浜の皆さま方が、常日頃から思い抱いている言葉ではないかなと思い

ます。今日もいろいろな意見交換をしていただきながら、必ず海はわれわれが守るという気持ちを持ち
続けていただき、それぞれのふるさとで頑張っていただきますことを心よりご祈念申し上げまして、歓
迎と御礼のごあいさつとさせていただきます。

●NPO食生態学実践フォーラム／宮城学院女子大学　平本 福子 氏
今日は赤いTシャツを着ている学生たちと一緒に参加させていただいています。い

つも、ここの場所で、東京水産振興会のご支援を受け、塩竃市の魚市場のご協力を得て、
年に4回くらい地域の子どもたちの食育を、ここ2年くらいさせていただいています。
今日は、NPO食生態学実践フォーラムの仲間も来ています。私は、管理栄養士の養

成に関わっています。食べることはもちろんなのですが、食べる人間も、生産から食
卓までを知って食べるということに、すごく力を入れています。たまたま、ここは魚
市場なので、漁業者の方も、加工業者の方々もネットワークがあります。カツオの加工業者もすごく子
どもたちの教育にご協力してくださいます。

●東京水産振興会 振興部　早乙女 浩一 
このシンポジウムを開催するに当たりまして、塩竃市の皆さん、宮城県の皆さんに

は多大なるご協力をいただきました。どうもありがとうございました。東京よりも北
で開催するのは、今回が初めてです。
宮城県は、震災後7年たち、いろいろ苦労されてきて、地元の皆さんは漁や生活を

再開し、その中でまたいろいろな新しい取り組みを始めてきたかと思います。そこに、
いろいろな方々が関わってきて、新しい活動も出てきていると認識しています。西のほうから来られた
方も一緒にこれまでの経験を、ざっくばらんに話していただければと思います。

挨　拶

主催者挨拶
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参加グループ及び参加者
参加女性グループ その他参加

宮城県 宮城県漁業協同組合 七ヶ浜支所 女性部 宮城県 宮城県農林水産部水産業振興課

宮城県 宮城県漁業協同組合 石巻湾支所 女性部 宮城県 宮城県漁業協同組合女性部連絡協議会

宮城県 宮城県漁業協同組合 大谷本吉支所 女性部 宮城県 宮城県水産高等学校

宮城県 宮城県漁業協同組合 歌津支所 女性部 宮城県 宮城県水産技術総合センター

宮城県 宮城県漁業協同組合 塩釜市浦戸東部支所 女性部 宮城県 宮城学院女子大学

宮城県 合同会社がんばる浦戸の母ちゃん会 宮城県 水産大学校 OB・OG

宮城県 南三陸おふくろの味研究会 東京都 大島町役場産業課

宮城県 宮城県漁業士会 東京都 全国漁業協同組合連合会 漁政部

東京都 東京都八丈島漁業協同組合 女性部 東京都 NPO法人食生態学実践フォーラム

東京都 東京都伊豆大島漁業協同組合 加工部 静岡県 由比港漁業協同組合

静岡県 静岡県漁業協同組合女性部連合会 静岡県 東海大学海洋学部

石川県 輪島・海美味工房
山口県 国立研究開発法人 水産研究・教育機構 

研究推進部山口連携室岡山県 牡蛎の家しおかぜ

高知県 すくも湾漁業協同組合 安満地支所 女性部

高知県 すくも湾漁業協同組合 柏島加工クラブ

高知県 土佐ひめいち

佐賀県 合同会社佐賀市漁村女性の会

大分県 合同会社漁村女性グループめばる

鹿児島県 株式会社漁師の店 さかな

プログラム

9月8日（土）

塩竈市魚市場

■試食会

■趣旨説明と年次報告（うみ・ひと・くらしフォーラム）

■みんなでトーク

パネリスト
宮城県漁業協同組合七ヶ浜支所 赤間 淳 氏 
合同会社よあけのてがみ 塩坂 佳子 氏 
合同会社佐賀市漁村女性の会 古川 由紀子 氏 
宮城県農林水産部水産業振興課 浅野 勝志 氏

9月9日（日） ■視察
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
私
た
ち
は
中
央
水
産
研
究
所
の
三

木
奈
都
子
、
水
産
大
学
校
の
副
島
久
実
、
東
海
大
学
の
関

い
ず
み
の
三
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
、
今
日
は
一

人
足
り
な
い
ぞ
、
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。
副
島
さ
ん
は
、
研
究
の
た
め
に
半
年

間
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
の
漁
村
や
漁

村
女
性
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
調
査
し
、
も
う
す
ぐ
帰
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
報
告
も
皆
さ
ん
に
披
露
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
宮
城
県
塩
竃
市
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
で

は
、
震
災
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
な
ど
を
き
っ
か

け
に
地
域
へ
移
住
し
た
人
た
ち
、
ま
た
、
働
き
方
や
暮
ら

し
方
を
見
直
し
て
実
家
の
漁
家
に
戻
っ
て
き
た
人
た
ち

な
ど
様
々
な
人
た
ち
が
漁
業
や
漁
村
に
関
わ
る
新
し
い

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
全

国
的
に
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
例
え

ば
、
地
域
支
援
員
と
し
て
都
市
部
か
ら
来
た
若
者
た
ち

が
、
そ
の
地
域
の
た
め
に
働
く
中
で
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
の

地
域
に
根
を
お
ろ
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
も
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
多
様
な
経
験
と
価

値
観
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
ら
何
が
生
ま
れ
る
？
」
と
い

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
地
域
に
と
っ
て
関
心
の

あ
る
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
開
催
地
で
あ
る
宮
城
県
塩
竈
市
は
古

く
か
ら
水
産
業
、
特
に
水
産
加
工
業
が
盛
ん
な
地
域
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
も
含
め
て
松
島
湾
の
恵

ま
れ
た
環
境
を
活
か
し
た
ワ
カ
メ
や
ノ
リ
、
カ
キ
な
ど

の
養
殖
業
が
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
漁

村
女
性
が
関
わ
り
な
が
ら
地
域
に
根
差
し
た
水
産
業
が

営
ま
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。「
う
み
・
ひ
と
・

く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
8 

in 

塩
竈
」
は
、
塩
竈

市
の
ご
協
力
を
得
て
、
震
災
前
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
た

方
々
、
そ
し
て
震
災
後
に
新
た
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ

た
方
々
な
ど
多
様
な
方
々
を
交
え
て
、
意
見
交
換
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
様
な
経
験
と
価
値
観
を

ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
ら
何
が
生
ま
れ
る
？

趣
旨
説
明



うみ・ひと・くらしシンポジウム 2018 in 塩竃3 うみ・ひと・くらしシンポジウム 2018 in 塩竃

うみ・ひと・くらしフォーラム 年次報告
（2017年9月～2018年8月）

● 横のつながりを深める活動
うみ・ひと・くらしシンポジウム
　和歌山　2017年9月2日‐3日　『いかに若い人を呼び込むか』

3

地域ミニシンポジウム
　九州・山口　2018年6月8日　「商談成立の秘訣（ひけつ）」

　地域ミニシンポジウムは皆さんからの要望に柔軟に対応します。小
さなきっかけ作りでも、具体的な手法についてでも、アイディアがあ
ればまずは私たちにご連絡ください。一緒に考えて、実践に結び付け
ていきたいと思います。

● 具体的課題を解決する活動

● 情報発信
▲

うみ・ひと・くらし
シンポジウム2017 in和歌山 報告書

▲
うみ・ひと・くらし通信
2017年12月 Vol.11（左）、2018年9月 Vol.12（右）

皆さんの地域に取材に伺うこともあります。ご協力よろしくお願いします。
また、ご意見や寄稿なども大歓迎です。

● 実践活動
ジャパン・インターナショナル・シーフードショー
（東京ビッグサイト）の出展　2018年8月

　うみ・ひと・くらしブースを設け、漁村女性グループめばる、佐賀
市漁村女性の会、土佐ひめいちの3グループが出展しました。大変盛
況で、いくつか商談もまとまりました。
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旬材のホタテを大きく切ることで加熱後も食感を損なうことなく、
また、材料を全部一緒に炊き込むので米が材料のうまみを吸収し、

冷めてもおいしく食べられます。

宮城県漁業協同組合 歌津支所女性部
（本吉郡南三陸町）

ほたてご飯

漁村女性グループが手作りする商品
それは　目の前にある輝くうみとあったかいひとたちに
育まれてくらしを明るく彩る　そんな商品です

おもわずほっこりした気持ちになれる
うみ・ひと・くらし試食会で
うみと　ひとと　くらしをゆっくり楽しんでみませんか？

うみ・ひと

くらし

試食会
塩竃

宮城県漁業協同組合　大谷本吉支所女性部　おばちゃん倶楽部
（気仙沼市）

原材料は全て国産です。地元産の塩蔵ワカメと
ひと手間かけたしゃきしゃきのキュウリは噛むほどに
おいしさが増します。おかずにもお茶請けにも

ピッタリなお漬物は農林水産大臣賞受賞の製品です。

浜福神漬

多くの家庭で作られ捨てられていたカボチャが
もったいない！をきっかけに作られたおまんじゅうは、
餡子から手作りしている素朴で優しい味です。

道の駅での販売のほか地元の催事やツールド東北にも
出品依頼が来るほどの人気商品です。

かぼちゃまんじゅう（小豆）
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仙台湾で獲れ、荒浜漁港に揚がった金頭（カナガシラ）を使用しています。
金頭の中骨を取り開き、食べやすく天ぷらで販売しています。

宮城県漁業協同組合 仙南支所 亘理浜っこかあちゃん市
（亘理郡亘理町）

金頭の天ぷら

ホタテより味が濃い赤皿貝を使い、タマネギ、ジャガイモ、ニンジン、
トマト等を白ワインでじっくり煮込んだトマト味のチャウダー。

そのままでも美味しいですが、パスタに混ぜてスープパスタやグラタン、
ドリアにしてもおいしく召し上がれます。

宮城県漁業協同組合 唐桑支所女性部
（気仙沼市）

赤皿貝とまとチャウダー

合同会社がんばる浦戸の母ちゃん会
（塩竈市）

味は濃いめですが、あったかご飯にのせて食べると
最高です。

生のり佃煮

強火で一気に炊き上げる、
ふっくら感のある佃煮です。

かき佃煮

一番摘みを利用しています。オリーブ味、ゴマ味、
とうがらし味、ガーリック＆ペッパー味が

あります。

味付け海苔
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とれたての新鮮なツブを、添加物なしで手作りしました。
ごはんのお供にぴったりです。

ヤマブン水産

ツブの味噌漬

骨まで食べられるように加熱処理したゴマサバのほぐし身を味付けし、
抗酸化作用が強いカルコンを豊富に含む明日葉と和えました。
「東京都地域特産品認定食品」、「大島町優良特産品」に

認定された商品です。

伊豆大島漁業協同組合 加工部
（東京都大島町）

ほぐし鯖の明日葉和え

丸めたおからを宿毛地域の特産品である
キビナゴの酢〆でまいた郷土料理です。

土佐ひめいちでは、おからに焼いた鯖のほぐし身を混ぜ、
魚の塩味と脂のうま味を加えています。

土佐ひめいち
（高知県宿毛市）

きびなごのおから寿司

水揚げされたばかりの南三陸産の新鮮な素材を使って、
地元のお母さんたちが一つ一つ真心を込めて手作りしています。

南三陸おふくろの味研究会
（本吉郡南三陸町）

カキのアヒージョ／タコのアヒージョ
ホヤのアヒージョ／カキの醤油麹煮
タコの醤油麹煮／ホヤの醤油麹煮
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塩竃はその名の通り、かつて製塩で栄えた町。
伝統的な藻塩づくりは現在も塩竃神社の神事として継承されています。
塩竃汁はその藻塩を使い、魚市場に水揚げされるマダラとサンマで

作った潮汁です。

宮城県農林水産部水産業振興課

塩竃汁

会場風景
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三
木　

改
め
ま
し
て
、
皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
か
ら
、

み
ん
な
で
ト
ー
ク
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
う
み
・
ひ

と
・
く
ら
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
三

木
と
い
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
日
は
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、

四
人
の
方
に
お
声
掛
け
を
し
ま

し
た
。
最
初
に
、こ
の
四
人
の
パ

ネ
ラ
ー
の
方
々
に
自
己
紹
介
を

兼
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う

活
動
を
し
て
い
る
か
、
ど
う
い

う
思
い
を
持
っ
て
活
動
に
取
り

組
ま
れ
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う

思
い
を
持
っ
て
地
域
で
暮
ら
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

脱
サ
ラ
漁
師
の

妻
か
ら
見
た

漁
業
と
女
性
活
動

赤
間　

こ
ん
に
ち
は
。
宮
城
県

漁
協
の
七
ヶ
浜
支
所
に
あ
る
吉

田
浜
分
会
と
い
う
女
性
部
の
分

会
長
を
し
て
い
ま
す
赤
間
淳
で

す
。
今
日
は
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の
良
く
な

い
天
気
の
と
こ
ろ
、
県
外
か
ら
も
こ
の
宮
城
県
塩

竃
市
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
で
は
、
ま
ず
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、

自
分
の
町
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
七
ヶ
浜
支
所
は
、
車
で
こ
こ

か
ら
十
分
く
ら
い
で
す
。日
本
三
景
の
一
つ
、松
島

ま
で
も
、
車
で
十
五
分
く
ら
い
の
場
所
で
す
。
こ

こ
は
昔
か
ら
た
く
さ
ん
魚
が
獲
れ
る
港
町
で
す
。

七
ヶ
浜
で
は
ノ
リ
の
養
殖
や
漁
船
漁
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
経
営
体
数
は
震
災
前
か
ら
比
べ

る
と
ぐ
っ
と
減
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
宮
城

県
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
漁
業
に
と
っ
て
残

念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
ま
す
宮
城
県
南
部
管
内
の
女

性
部
で
は
、
先
ほ
ど
ご
紹
介
に
も
あ
り
ま
し
た
、

合
同
会
社
が
ん
ば
る
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん
会
が
、
今

回
宮
城
県
の
漁
業
者
交
流
発
表
大
会
で
、
県
の
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
浦
戸
諸
島
は
こ
こ
か
ら
船

で
二
十
分
余
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
私
は
こ

の
島
に
二
十
代
の
頃
に
、
海
水
浴
に
行
き
ま
し

た
。
す
ご
く
い
い
所
な
の
で
す
が
、
そ
の
頃
の
私

は
、
海
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
交

通
手
段
と
い
え
ば
バ
ス
や
地
下
鉄
し
か
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
船
し
か
な
く
て
、
次
の
船
ま
で
も

の
す
ご
く
時
間
が
あ
る
よ
う
な
島
の
海
水
浴
は
も

う
二
度
と
行
か
な
く
て
い
い
や
、
と
思
っ
た
の
で

す
。
今
か
ら
四
年
前
に
ま
た
縁
が
あ
り
ま
し
て
、

浦
戸
諸
島
の
桂
島
の
花
火
大
会
に
行
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
こ
こ
は
こ
ん
な
に
い
い
所
な
ん
だ

な
、
と
思
え
て
、
今
度
は
逆
に
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
小
さ
な
全
国
規
模
に
も
な
ら
な
い
町
の
花

火
大
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
す
ご
く
わ
く
わ
く
し

て
、
う
れ
し
く
て
、
ほ
っ
と
し
て
、
い
い
気
分
に

な
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
で
す
か

司
会
進
行
：
三
木 

奈
都
子

うみ・ひと・くらしフォーラム
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ら
、
ま
た
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

同
じ
南
部
地
区
の
管
内
で
活

動
し
て
い
る
、
亘
理
浜
っ
こ
か

あ
ち
ゃ
ん
市
と
い
う
活
動
も
あ

り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
試
食
会
で

も
、
カ
ナ
ガ
シ
ラ
の
天
ぷ
ら
が

出
て
い
ま
し
た
。
骨
が
な
く
て

び
っ
く
り
し
た
の
で
す
が
、
や

は
り
あ
れ
く
ら
い
手
の
込
ん
だ

も
の
だ
か
ら
こ
そ
人
気
商
品
に

な
っ
て
い
る
し
、
農
林
水
産
大

臣
賞
を
い
た
だ
く
の
だ
な
と
い

う
の
を
食
べ
て
み
て
す
ご
く
感

じ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
試
食
は
自
分
の

目
で
見
て
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
何
が
い
い
の
か
、
ど
こ
が

い
い
の
か
が
は
っ
き
り
分
か
る

と
い
う
の
を
と
て
も
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
私
の
住
む
地
域
、

地
区
の
紹
介
に
な
り
ま
す
。

今
回
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

パ
ネ
リ
ス
ト
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
と
き
に
、
何
を
話
せ
ば
い

い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
せ
て
い

た
だ
い
て
、
県
内
か
ら
随
分
と

試
食
品
を
提
供
し
て
く
れ
る
女

性
部
の
方
々
が
い
る
の
を
見
た

と
き
に
、
こ
ん
な
に
あ
る
の
だ

と
、
全
然
知
ら
な
い
商
品
や
わ

ざ
わ
ざ
行
か
な
い
と
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
な
物
ば
か
り
。
で
も
、

宮
城
県
は
こ
ん
な
に
頑
張
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
っ
て
い
る

の
だ
な
と
い
う
こ
と
で
、
私
と
し
て
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

今
か
ら
五
年
前
に
、
関
先
生
に
お
誘
い
を
い
た
だ

い
て
、
鹿
児
島
で
行
わ
れ
た
と
き
を
き
っ
か
け
に

二
度
ほ
ど
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

西
日
本
の
人
た
ち
に
会
っ
た
瞬
間
か
ら
圧
巻
で

し
た
。
と
て
も
商
売
気
が
あ
っ
て
、
勝
ち
気
で
、

ど
ん
ど
ん
自
分
の
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

と
い
う
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
来
ら
れ
る
く
ら
い
の

方
々
な
の
で
、
特
に
そ
う
い
う
方
が
多
い
と
は
思

う
の
で
す
が
、
何
か
こ
う
東
日
本
に
は
感
じ
な
い

も
の
を
感
じ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
思
っ

た
の
が
、
こ
う
い
う
の
は
、
ま
ず
自
分
は
で
き
な

い
の
で
、
宮
城
県
、
せ
め
て
東
北
地
方
の
ど
こ
か

で
こ
う
い
う
会
が
開
催
さ
れ
た
ら
い
い
な
と
漠
然

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
五
年
六
年
た
っ

て
、
今
回
こ
の
よ
う
に
宮
城
県
で
開
催
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
を
、
そ
し
て
、
県
内
か
ら
も
、
県
外

の
方
も
来
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
も
載
せ
て
あ
り

ま
す
が
、私
の
家
は
ノ
リ
養
殖
を
し
て
い
ま
す
。今

日
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
小
さ
い
物
で
す
が
、
我

が
家
の
味
海
苔
を
お
土
産
に
持
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、ぜ
ひ
、ご
賞
味
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

石
巻
へ
の
移
住
・
起
業

「
お
さ
か
な
女
子
部
」
を
立
ち
上
げ
る

塩
坂　

こ
ん
に
ち
は
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
合
同
会
社
よ
あ
け
の
て
が
み
の
塩
坂
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
が
大
変
恐
縮
な
く
ら
い
、
特
に
浜
で
何
を
し
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
身
は
大

阪
の
高
槻
市
で
す
。
こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
は
結
構

長
く
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

後
、
二
〇
一
一
年
六
月
く
ら
い
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
仙
台
市
や
石
巻
市
に
通
い
始
め
ま
し
て
、
が

れ
き
の
片
付
け
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
す
る
う

ち
に
、
ち
ょ
う
ど
三
年
前
の
九
月
に
東
京
か
ら
石

巻
市
に
移
住
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

何
で
移
住
し
て
き
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
石
巻

市
に
は
六
次
産
業
化
、
地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
石
巻
市
役
所
の
産
業
部
長

さ
ん
か
ら
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
て
、
石
巻
市
の

産
業
復
興
支
援
員
と
い
う
肩
書
き
の
お
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
最
初
に
、
今
着
て
い
ま
す
「
東
北
☆

家
族
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
、
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
友
人
と
一
緒
に
始
め
ま
し
た
。

東
北
応
援
の
グ
ッ
ズ
を
作
っ
て
、
売
り
上
げ
の
一

部
を
被
災
地
に
寄
付
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
し
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
そ
れ
が
有
名
に
な
っ
て

き
ま
し
て
、石
巻
市
の
職
員
の
方
か
ら
、も
う
こ
っ

ち
に
き
て
、
う
ち
の
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
な

い
か
と
い
う
お
声
掛
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
で
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

ラ
イ
タ
ー
、
編
集
者
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

編
集
力
と
発
信
力
を
買
っ
て
い
た
だ
い
て
、
三
年

前
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
産
業
復
興
支
援
員

の
お
仕
事
は
一
年
前
に
辞
め
ま
し
て
、
今
は
自
分

で
、
合
同
会
社
よ
あ
け
の
て
が
み
と
い
う
会
社
を

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

今
日
な
ぜ
私
を
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
か
と
い
う

と
、「
石
巻
さ
か
な
女
子
部
」
の
部
長
を
や
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
最
初
に
石
巻
市
に
呼
ん

で
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
産
業
復
興
支
援
員
の
お

仕
事
の
一
環
と
し
て
三
年
前
に
始
め
ま
し
た
。
そ

の
時
に
「
ぼ
に
ぴ
ん
」
と
い
う
石
巻
の
情
報
サ
イ

ト
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
が
、
何
を
し
た
ら
町
の

発
信
に
な
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
東

京
で
雑
誌
を
作
っ
て
い
た
編
集
力
を
い
か
し
て
、

2000年に勤めていた漁協の女性部メンバーとともに海苔加工品
の製造・販売事業を立ち上げる。2006年に漁協を退職、「佐賀市
漁村女性の会」を結成。2008年に法人化し代表となる。

古川 由紀子 さん

合同会社佐賀市漁村女性の会 代表

1994年に当時サラリーマンの夫と結婚、2005年舅の病気を
きっかけに、サラリーマンを辞めた夫と海苔養殖業を始める。これ
まで知らなかった漁業の世界に関わる魅力を日々感じている。

赤間 淳 さん
宮城県漁協七ヶ浜支所女性部

吉田浜分会長

2015年に東京から石巻に移住。コンテンツの企画・制作、編集・
執筆などを行う「合同会社よあけのてがみ」代表。水産の街・石巻
から魚食文化の復活を叫ぼうと「石巻さかな女子部」を結成。

塩坂 佳子 さん

合同会社よあけのてがみ 代表

石巻の水産業普及指導員時代から、漁協女性部の支援を続けて
いる。2018年4月より、宮城県農林水産部水産業振興課長。

浅野 勝志 さん

宮城県農林水産部水産業振興課 課長

パ
ネ
リ
ス
ト
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行
っ
た
ほ
う
が
い
い
ス
ポ
ッ
ト
百
件
を
取
材
に

行
っ
た
り
、
石
巻
の
お
土
産
を
百
個
撮
影
し
て
紹

介
し
た
り
、
レ
シ
ピ
や
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
歴

史
の
話
な
ど
を
集
め
て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、
石
巻
さ

か
な
女
子
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
結
果
、
こ
の

中
で
一
番
評
判
が
良
く
て
、
力
に
な
っ
て
き
た
の

が
、
こ
の
石
巻
さ
か
な
女
子
部
で
す
。

去
年
産
業
復
興
支
援
員
は
辞
め
ま
し
た
が
、
そ

れ
と
同
時
に
こ
れ
を
辞
め
て
し
ま
う
に
は
部
員

数
も
多
い
の
で
、
今
も
私
が
引
き
継
い
で
続
け
て

い
る
と
い
う
形
で
す
。
幽
霊
部
員
も
多
い
の
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
四
十
名
く
ら
い
の
部
員
が
名
を

連
ね
て
い
ま
す
。

今
日
は
八
丈
島
の
ほ
う
か
ら
も
参
加
し
て
い

る
と
い
う
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
は
二
年

ほ
ど
、
小
笠
原
諸
島
の
父
島
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
釣
り
船
や
漁
船
に
乗
せ
て
も

ら
っ
て
、
大
き
な
魚
を
釣
っ
た
り
、
釣
り
人
の
手

伝
い
を
し
た
り
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
お
魚
っ
て
本
当
に
面
白
い
と

思
い
ま
し
た
。
大
き
な
魚
を
自
分
で
さ
ば
け
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
と
て
も
楽
し
く
て
。
十
年
く
ら
い

前
に
そ
の
経
験
が
あ
っ
て
、
こ
の
石
巻
に
震
災
関

係
で
来
た
と
き
、
魚
の
町
と
聞
い
て
い
た
の
に
、

石
巻
の
町
中
で
な
か
な
か
鮮
魚
を
手
に
入
れ
る
の

が
難
し
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

今
日
の
試
食
に
出
て
い
た
カ
ナ
ガ
シ
ラ
の
天

ぷ
ら
は
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
あ

い
う
も
の
が
、
町
の
ほ
う
ぼ
う
で
売
ら
れ
た
り
す

る
の
か
な
と
想
像
し
て
い
た
ら
、
全
く
そ
う
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
後
と
い
う
の

も
、
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
、
町
の
鮮
魚
店

が
少
な
い
。
大
型
ス
ー
パ
ー
で
お
母
さ
ん
た
ち
が

パ
ッ
ク
の
切
り
身
を
買
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
ア
ラ
ス
カ
産
だ
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
産
だ
っ

た
り
す
る
と
い
う
姿
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
石

巻
っ
て
魚
の
町
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、
自
分
で
お
ろ

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
よ
と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。
一
回
目
は
私
一
人
で
魚

長
さ
ん
と
い
う
魚
屋
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
町
の
女
性
た
ち
が
、
私
も
教
わ

り
た
い
と
い
う
形
で
部
員
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

月
に
一
回
、こ
こ
の
お
魚
屋
さ
ん
で
、旬
の
魚
を
お

ろ
す
と
い
う
、
お
ろ
し
会
と
い
う
の
を
主
催
し
ま

し
て
、
そ
の
模
様
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ブ
ロ
グ
で

毎
月
発
表
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
人

た
ち
が
、
ま
た
仲
間
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
形
で

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
も
、
主
婦

の
方
も
、
意
外
と
魚
お
ろ
せ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
ね

と
い
う
方
が
す
ご
く
多
か
っ
た
で
す
。
特
に
お
金

は
取
り
ま
せ
ん
。た
だ
、魚
屋
さ
ん
で
お
魚
を
買
っ

て
も
ら
う
の
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
み
ん
な
で
お

ろ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ア
ン
コ
ウ
や

ア
ナ
ゴ
も
や
り
ま
し
た
し
、
巨
大
な
タ
コ
な
ど
も

や
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
浜
の
お
母
さ
ん
た
ち
な

の
で
、
魚
を
お
ろ
す
な
ん
て
当
た
り
前
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
町
の
方
で
は
違
い
ま
す
。
私
も
東
京

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
と
き
は
魚
は
パ
ッ
ク

で
し
か
買
わ
な
か
っ
た
し
、
魚
を
丸
で
購
入
す
る

と
い
う
こ
と
は
経
験
が
な
い
と
い
う
人
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
さ
か
な
女
子
部
で
は
、

自
分
た
ち
が
お
ろ
し
方
を
学
ん
で
、
お
隣
の
お
友

達
の
奥
さ
ん
に
も
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
や
り
ま

し
ょ
う
よ
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
自
分
た
ち
が
お
ろ
し
方
を
学
ぶ
だ

け
で
は
な
く
て
、例
え
ば
、川
開
き
の
お
祭
り
で
鮮

魚
店
か
ら
魚
を
仕
入
れ
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
焼

く
お
店
を
出
し
ま
し
た
。
仙
台
駅
前
の
ス
ー
パ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
サ
バ
バ
ー
ガ
ー
を
開
発
し
て
販

売
し
ま
し
た
。「
ほ
や
祭
り
」
に
呼
ん
で
い
た
だ
い

て
、
去
年
は
レ
シ
ピ
グ
ラ
ン
プ
リ
特
別
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
れ
も
み
ん
な
で
開
発
し
ま
し
た
。

さ
か
な
女
子
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
お
料
理
に
興

味
が
あ
る
方
、
魚
が
好
き
な
方
、
ま
ち
お
こ
し
な

ど
の
行
動
力
が
あ
る
方
、
そ
れ
か
ら
時
間
も
あ
っ

て
経
済
的
に
自
立
し
て
い
る
方
。
結
構
、
有
力
な

女
性
、
使
え
る
女
性
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
そ

う
い
っ
た
力
の
あ
る
、
激
し
め
の
女
性
が
集
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
オ
ー
ナ
ー
や
、
元
パ

テ
ィ
シ
エ
の
方
も
い
ま
す
。
活
動
す
る
と
き
に
お

そ
ろ
い
の
エ
プ
ロ
ン
を
作
っ
た
時
、
ス
テ
ー
ジ
が

変
わ
っ
た
と
感
じ
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い

う
お
そ
ろ
い
の
も
の
を
作
っ
た
と
き
に
と
て
も
団

結
力
が
あ
が
り
ま
し
た
。

今
の
会
社
は
、
地
域
や
日
本
全
体
の
面
白
い
こ

と
を
デ
ザ
イ
ン
や
編
集
力
で
発
信
し
て
い
こ
う
と

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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い
う
趣
旨
で
や
っ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
を
作
っ
た

り
、
グ
ッ
ズ
、「
東
北
の
お
さ
か
な
マ
グ
ネ
ッ
ト
」

を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
東
北
の
魚
は
多
種

で
、
石
巻
に
は
二
百
種
類
の
魚
種
が
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
塩
竃
も
大
変
な
魚
種
数
だ

と
思
い
ま
す
。
魚
種
の
面
白
さ
、
味
だ
け
で
は
な

く
、
見
た
目
や
生
態
な
ど
、
女
性
た
ち
に
は
、
活

動
を
通
し
て
そ
う
い
う
こ
と
と
共
に
お
い
し
さ
や

魚
食
を
教
え
て
い
く
と
い
う
か
、
共
有
し
て
い
く

中
で
、
面
白
い
こ
と
が
で
き
た
ら
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

よ
あ
け
の
て
が
み
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
趣
味
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
全
く
お
金
に
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
ブ

ロ
グ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
さ
か
な
女

子
部
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

良
か
っ
た
ら
見
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
と
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
魚
長
さ
ん

は
、
七
十
年
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
お
そ

ら
く
震
災
以
降
の
お
疲
れ
と
、
大
将
の
急
な
ご
病

気
も
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、今
年
五
、六
月
に

突
然
閉
店
さ
れ
た
の
で
す
。
私
た
ち
さ
か
な
女
子

部
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
、
何
か
恩
返
し

を
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

次
を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
の
は
思
案
中
で
す
。

こ
う
い
っ
た
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
す

し
、
何
か
ま
た
違
う
形
の
発
信
や
、
皆
さ
ん
と
は

違
う
形
で
魚
食
文
化
や
魚
の
町
、
地
域
の
サ
ポ
ー

ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女
性
活
動
か
ら
女
性
企
業
へ
成
長
し
た

十
八
年
を
振
り
返
る

古
川　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
佐
賀
市
漁
村
女
性

の
会
の
古
川
と
申
し
ま
す
。
私
た
ち
の
加
工
品
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
今
年
で
十
八
年
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
、
十
八
年
前
、
当
時

五
十
二
名
い
ま
し
た
漁
協
女
性
部
員
全
員
参
加
型

と
い
う
こ
と
で
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

組
合
員
ほ
と
ん
ど
が
ノ
リ
養
殖
の
漁
家
で
、
佐
賀

海
苔
の
生
産
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
賀
海
苔
の

品
質
の
高
さ
と
い
う
の
は
厳
し
い
入
札
基
準
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
板
海
苔
に
加
工
し

た
際
に
、
入
札
基
準
に
満
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
傷

海
苔
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
傷
海
苔

の
付
加
価
値
向
上
策
と
し
て
、
加
工
品
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
わ
け
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
当
時
、

私
は
漁
協
の
職
員
で
、
漁
協
女
性
部
の
事
務
局
を

し
て
い
た
関
係
で
、
私
が
加
工
品
事
業
を
指
導
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
加
工
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
し
て

も
、
製
造
す
る
場
所
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
漁

協
の
当
時
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
空
き
事
務
所

を
改
装
し
て
、
海
苔
の
佃
煮
を
作
る
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
女
性
の
活
動
が
や
り
が
い
が

あ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
漁
協
か
ら
は
独
立

採
算
す
る
と
い
う
形
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
改
装

費
用
の
百
五
十
万
円
は
組
合
が
出
し
て
く
だ
さ

り
、ま
た
、佃
煮
製
造
に
必
要
な
釜
と
充
填（
じ
ゅ

う
て
ん
）
機
、
シ
ー
ル
機
の
三
台
を
用
意
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
資
材
の
リ
ー
ス
料
と
し
て
、
年
間

十
二
万
円
を
漁
協
に
お
支
払
い
す
る
こ
と
で
、
話

が
ま
と
ま
り
ま
し
て
、
何
と
か
形
が
で
き
あ
が
っ

た
わ
け
で
す
。

ど
の
よ
う
な
佃
煮
を
作
る
か
と
い
う
こ
と
で
、

部
員
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
佃
煮
の
原
料

の
傷
海
苔
は
市
場
に
出
せ
な
い
と
は
い
え
、
最
高

級
品
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
直

売
所
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
て
、
全
国
区
に
売
り
出

す
と
い
う
こ
と
で
、
話
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
本

当
に
今
思
え
ば
、
素
人
が
よ
く
ま
あ
全
国
区
に
商

品
を
売
り
だ
す
と
い
う
大
胆
な
夢
を
掲
げ
た
も
の

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。

海
苔
屋
の
作
る
海
苔
の
佃
煮
と
言
っ
て
も
、
店

頭
に
は
山
ほ
ど
商
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

勝
ち
残
っ
て
い
く
に
は
、
単
な
る
海
苔
の
佃
煮
だ

け
で
は
ど
う
し
て
も
勝
算
が
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
思
い
つ
い
た
の
が
、
昔
か
ら
健
康
に
よ

い
と
さ
れ
、
朝
ご
飯
に
は
必
ず
食
卓
に
の
ぼ
っ
て

い
た
、
海
苔
と
梅
干
し
を
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
い

う
こ
と
で
「
う
ま
か
の
り
梅
（
ば
い
）」
と
い
う
商

品
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
ば
い
」
は
佐
賀
弁
で
語
呂

合
わ
せ
で
梅
を
「
ば
い
」
と
呼
ば
せ
て
い
ま
す
。

新
発
売
し
た
当
初
は
、
部
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
す
ご
く
高
く
て
、
新
た
な
こ
と
を
や
る

と
い
う
こ
と
で
み
ん
な
一
生
懸
命
に
な
っ
て
、
本

業
の
ノ
リ
養
殖
業
を
こ
な
し
つ
つ
、
貴
重
な
時
間

を
や
り
く
り
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
一
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
部
員
が
少
し
ず
つ
離

れ
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、初
年
度
が
赤
字
に
終

わ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
事
業
の
先
の
展
望
が
見

え
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
五
十
二
名
い
た
部

員
が
辞
め
て
い
き
、十
七
名
に
ま
で
減
り
ま
し
た
。

全
員
参
加
型
の
事
業
を
諦
め
、
残
っ
た
十
七
名

の
有
志
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
再

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
が
、
販
路
を
作
っ
て
も

思
う
よ
う
に
広
が
ら
ず
、
売
り
上
げ
は
伸
び
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
不
足
が
常
態
化
し
て

い
る
中
で
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
事
業
を
継
続
す

る
の
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ

て
、
解
散
の
話
も
何
度
も
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
漁
協
の
自
分
の
仕
事
を
抱
え
な
が

ら
、
オ
フ
の
と
き
に
加
工
品
事
業
を
指
導
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
何
か
中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
て
、
こ

の
事
業
に
本
気
で
専
念
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
六

年
に
漁
協
を
退
職
し
ま
し
た
。
簡
単
に
は
辞
め
さ

せ
て
い
た
だ
け
な
く
て
、
辞
表
も
組
合
長
預
か
り

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
年
過
ぎ
て
、
再
度
退
職
願

い
を
出
し
て
、
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

事
業
に
二
名
の
女
性
部
の
人
た
ち
が
つ
い
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
人
た
ち
と
今
ま
で
の
事
業

を
引
き
継
ぐ
形
で
、「
佐
賀
市
漁
村
女
性
の
会
」
を

立
ち
上
げ
て
、
再
々
再
出
発
を
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私
が
退
職
し
た
年
に
、
う
ま
い
具
合

に
、
地
元
の
自
治
体
が
、
佐
賀
県
産
品
を
首
都
圏

に
売
り
出
す
と
い
う
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
の
で
、
私
も
一
か
ら
や
り
直
す
つ
も
り
で
、
そ

の
勉
強
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
と
話
し
合
う
中
で
、
私
の
希
望
は
、
有
名
な
百

貨
店
や
生
協
の
共
同
購
入
に
販
路
を
広
げ
た
い
と

言
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、「
素
人
が
生
協
に

出
す
の
は
す
ご
く
厳
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
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で
も
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
や
り
た
い
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
話
し
合
い
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
全

国
に
支
社
を
持
つ
卸
の
会
社
の
営
業
マ
ン
が
、
う

ち
の
商
品
を
関
西
に
あ
る
生
協
に
紹
介
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

生
協
と
付
き
合
っ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
工
場
検
査
で
し
た
。
元
々
の
工
場
が
取
り
壊

し
寸
前
の
古
い
建
物
で
し
た
の
で
、
そ
の
中
で
指

摘
事
項
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
一
つ

一
つ
修
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。
何
し
ろ
、
余
分
な
お
金
も
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
水
道
の
蛇
口
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら

買
っ
て
き
て
レ
バ
ー
式
に
変
え
た
り
、
配
線
の
た

て
こ
み
穴
を
パ
テ
で
埋
め
て
虫
が
入
っ
て
こ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
何
と
か

検
査
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

中
で
も
一
番
問
題
だ
っ
た
の
は
、
金
属
探
知
機

で
し
た
。
地
元
の
金
融
機
関
に
私
た
ち
の
や
っ
て

い
る
こ
と
を
一
生
懸
命
説
明
し
ま
し
た
ら
、
最
終

的
に
は
お
金
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
金
属
探
知
機

も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
協
に
採
用
さ
れ
た
と
き
に
注
文
を
受
け
た

数
が
三
千
個
で
し
た
。
今
ま
で
百
個
売
れ
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
て
、
い
き
な
り
三
千

個
と
い
う
大
き
な
数
字
が
き
た
の
で
す
。
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
営
業
の
方
は
大
丈
夫
か
と
何
回

も
念
を
押
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
ど
う
し
て
も
や
り

た
か
っ
た
の
で
、
三
千
個
を
作
り
あ
げ
る
の
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
逆
算
を
し
ま
し
た
。
賞
味
期

限
は
ど
の
く
ら
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
本

当
に
細
か
い
取
り
決
め
が
あ
っ
て
、
あ
ま
り
早
く

作
っ
て
も
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
納
品
す
る

前
か
ら
遡
っ
て
、
一
カ
月
く
ら
い
の
間
で
、
日
割

り
で
一
日
に
何
個
作
る
と
い
う
こ
と
で
や
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
寝
な
い
で

作
り
続
け
る
と
い
う
状
態
で
し
た
が
、
何
と
か
欠

品
な
く
納
品
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
や
っ
と
百
貨
店

な
ど
直
販
ル
ー
ト
も
自
分
た
ち
で
開
拓
し
て
、
今

か
ら
や
る
ぞ
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
法
人
化
を

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
信
用
力
不
足
と
い

い
ま
す
か
、
取
引
の
新
規
の
口
座
開
設
が
で
き
な

い
と
い
う
新
た
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
こ
ま
で
き
て
、
後
戻
り
は
で
き
な
い
と
、
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
に
ス
タ
ッ
フ
の
反
対
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
う
迷
い
は
な
か
っ
た
で
す
。
そ

れ
で
、
二
〇
〇
八
年
十
月
に
は
合
同
会
社
佐
賀
市

漁
村
女
性
の
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

生
協
の
組
合
員
さ
ん
向
け
の
共
同
購
入
は
カ

タ
ロ
グ
販
売
で
、
三
ヶ
月
く
ら
い
前
か
ら
計
画
が

あ
が
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
今
う
ち
が
取
引

し
て
い
る
生
協
さ
ん
は
、
組
合
員
数
が
三
百
万
人

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
所
な
の
で
、
決
ま
れ
ば
数
が
大

き
い
で
す
。
五
千
個
、
八
千
個
が
当
た
り
前
く
ら

い
の
世
界
で
す
。
初
め
て
採
用
さ
れ
た
三
千
個
の

時
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
を
し
て
、

も
う
へ
と
へ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
自
分
の
身
体
が
も

た
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
製
造
過
程
を
見
直
し

て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
驚
く
ほ
ど
効
率
が
上
が
り
ま
し

て
、
品
質
の
安
定
化
も
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

作
業
に
か
か
る
人
の
動
き
も
全
て
見
直
し
て
、
う

ま
く
効
率
化
が
進
み
ま
し
て
、
で
き
あ
が
る
数
量

も
計
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
漁
協
を
退
職
し
た
翌
年
、
思
い
が
け
な
い

と
こ
ろ
か
ら
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
、

有
明
海
沿
岸
の
漁
協
が
合
併
に
よ
り
一
つ
に
な
り
、

漁
協
の
販
売
部
門
が
直
販
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
生
海
苔
を
原
料
と
し
た
漁
協

ブ
ラ
ン
ド
の
佃
煮
の
開
発
と
製
造
の
依
頼
が
私
た

ち
に
き
ま
し
た
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
だ
と
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
販
路
は
広
が
ら
ず
、
生
産
量

も
限
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
O
E
M
だ
と
相
手
先
の

ブ
ラ
ン
ド
と
販
売
力
を
い
か
し
て
、
生
産
量
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業
員
を
休
ま
せ

る
こ
と
な
く
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
さ
な
手
作
り
工
房
で
も
、
苦
労
し
な
が
ら
着

実
に
事
業
を
進
め
て
き
た
こ
と
で
、
得
ら
れ
た
信

用
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
商
品
力
を
認
め
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
、
O
E
M
の
取
引
に
つ
な
が
っ
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

漁
協
と
い
う
組
織
は
本
当
に
す
ご
く
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
か
つ
て
は
、
漁
協

か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
愚
痴
を
こ
ぼ
し

て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ラ
ブ
コ
ー
ル
が
来
る
よ
う
な
魅
力
的
な
事
業
に
仕

上
げ
て
、
漁
協
と
は
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
な
と
、
今
は
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
活
動
の
成
果
と
し
て
、
高
付
加

価
値
の
商
品
を
開
発
し
て
、
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の

差
別
化
を
図
っ
た
こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
で
も

市
場
に
参
入
で
き
る
こ
と
が
示
せ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
製
造
販
売
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
と

の
交
流
、「
佐
賀
」
有
明
海
苔
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
結

成
や
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
そ

う
で
す
が
、
全
国
の
漁
村
女
性
の
グ
ル
ー
プ
と
活

動
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
漁
協
女
性
た
ち
に
よ
る
加
工
販
売
活
動
と
い

う
の
は
、
単
な
る
加
工
品
の
製
造
、
い
わ
ゆ
る
経

済
活
動
だ
け
に
は
留
ま
ら
ず
、
地
域
活
動
に
直
結

し
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
地
元
の
観
光
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
、
年
二
回
の
消
費
者
と
の
体
験
交
流
は
、
多

く
の
佐
賀
海
苔
の
フ
ァ
ン
作
り
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
さ
ら
に
広
げ
、
今
後
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、
さ
ら

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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に
佐
賀
海
苔
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
充
実
さ
せ
た
い

と
、
今
、
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

国
内
の
み
に
限
ら
ず
、
海
外
の
漁
村
女
性
グ
ル
ー

プ
と
も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

漁
協
を
退
職
し
た
年
、
こ
の
う
み
・
ひ
と
・
く

ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
全
国
の
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
聞
い
て
い

る
中
で
、私
も
一
人
で
は
な
い
の
だ
と
、勇
気
や
や

る
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
創
業
以

来
、軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、直
販
に
注
力
す
る
余
裕

は
本
当
に
な
く
て
、
生
産
体
制
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
大
口
の
需
要
に
対
応
す
る
生
産
体
制
も

整
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
本
格
的
に
直
販

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
と
今
年
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
東
京
水
産
振
興
会
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
展
す
る
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

手
作
業
で
も
、
関
わ
る
人
た
ち
の
動
き
の
気
迫

が
、
バ
イ
ヤ
ー
を
引
き
寄
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
展
示
会
で
学
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、何
度
と
な
く
、解
散
の
危
機
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

思
い
を
共
有
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
が

い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、か

け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
と
小
さ
な
手
作
り
工
房

の
一
番
星
を
目
指
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、

集
い
の
場
と
し
て
再
開
し
た
女
性
活
動

浅
野　

宮
城
県
庁
水
産
業
振
興
課
の
浅
野
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
が
こ
こ

に
立
っ
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
早

乙
女
さ
ん
の
前
職
時
代
か
ら
お
付
き
合
い
が
大
変

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
な
ん

と
い
っ
て
も
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
長
女
、
次
女
の
方
々
が
県
庁
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
女
性
部
の
話
を
し
た
と
き
に
、
つ
い

つ
い
調
子
に
乗
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
ゃ

べ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

最
初
、
こ
こ
に
登
壇
す
る
の
は
ど
な
た
か
女
性

部
の
方
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ

の
シ
ー
ズ
ン
い
ろ
い
ろ
な
行
事
も
た
て
こ
ん
で
い

ま
し
て
、
一
番
知
っ
て
い
る
浅
野
さ
ん
に
と
い
う

話
に
な
り
ま
し
た
。
紹
介
し
た
の
も
自
分
だ
し
、

「
ま
あ
、
う
ん
」
と
い
う
こ
と
で
、
た
だ
い
ま
、
緊

張
の
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
日
は
、
ま
ず
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
、
宮
城
の
水
産
業
、
漁
協
女
性
部
の
方
々
の

活
動
の
事
例
紹
介
、
最
後
に
宮
城
県
の
取
り
組
み

を
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

自
己
紹
介
と
い
う
よ
り
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
家
族
紹
介
に
な
り
ま
す
。
実
は
私
、
宮
城
県
黒

川
郡
大
和
町
と
い
う
、
少
し
山
手
に
住
ん
で
い
ま

し
て
、
海
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
育
ち
を
し
て

い
ま
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
川
魚
な
ど
を
食

べ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
生
ま
れ
で
去
年

五
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
が
妻
、
長
女
、

次
女
、
三
女
と
、
何
か
さ
っ
き
、
三
姉
妹
の
話
が

ど
っ
か
で
あ
り
ま
し
た
が
、
我
が
家
も
三
姉
妹
で

す
。
母
も
い
ま
す
し
、
私
の
兄
弟
は
姉
と
妹
で
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
女
性
に
縁
が
あ
る
の
だ
な
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
の
話
も
や
は
り
私
が
受
け
な
け

れ
ば
だ
め
か
な
と
意
気
込
み
だ
け
は
あ
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
真
面
目
な
話
で
す
。
宮
城
県
の
水

産
業
の
紹
介
で
す
。
県
の
沿
岸
北
部
は
リ
ア
ス

式
海
岸
、
南
は
砂
浜
海
岸
で
、
ノ
リ
、
カ
キ
、
ワ

カ
メ
、
ホ
ヤ
、
ホ
タ
テ
と
い
っ
た
養
殖
業
が
大
変

盛
ん
な
地
域
で
す
。
漁
船
漁
業
は
刺
し
網
、
小
型

底
引
き
網
漁
業
で
、
サ
ケ
、
タ
ラ
、
カ
レ
イ
な
ど

を
獲
っ
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
、
百
四
十
二
の
漁

港
が
あ
っ
て
、
漁
港
の
数
は
全
国
で
第
五
位
く
ら

い
で
す
。

県
内
の
気
仙
沼
、
石
巻
、
女
川
、
そ
し
て
塩
竃

は
沿
岸
沖
合
遠
洋
漁
業
の
基
地
に
な
っ
て
い
ま

す
。
宮
城
県
に
は
特
定
第
三
種
漁
港
と
い
う
漁
業

に
重
要
な
漁
港
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
他
の
県
は

あ
っ
て
も
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
く
ら
い
昔

か
ら
漁
業
が
盛
ん
な
地
域
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
二
十
八
年
の
漁
業
生
産
量
は

二
十
八
万
ト
ン
、
全
国
第
三
位
。
そ
し
て
、
生
産

金
額
で
は
、
七
百
六
十
億
円
。
全
国
第
五
位
で
す
。

本
題
の
、
漁
協
女
性
部
の
活
動
の
事
例
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宮
城
県
漁
協
の
女
性
部

連
絡
協
議
会
は
、
各
漁
協
の
支
所
の
女
性
部
の

方
々
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
所
は
二
十
七

支
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
十
八
支
所
で
女
性
部

が
現
在
活
動
中
で
す
。
女
性
部
の
部
員
の
方
々
は

千
百
十
名
。
本
日
も
女
性
の
方
々
が
来
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
精
一
杯
全
力
で
頑
張
っ

て
い
る
方
々
で
す
。

女
性
部
の
事
業
と
し
ま
し
て
は
、ま
ず
、水
産
物

の
消
費
拡
大
、
健
康
な
暮
ら
し
、
環
境
保
全
運
動
、

生
活
設
計
の
推
進
、
そ
し
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販

売
活
動
も
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

で
す
が
、
震
災
後
、
人
工
で
種
苗
生
産
し
た
緑
色

の
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
の
殻
を
活
か
し
て
、
手
作
り
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
名
前
も「
わ

た
つ
み
」
と
い
う
こ
と
で
、
海
の
神
様
、
わ
た
つ
み

と
し
て
、
守
り
神
と
し
て
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

祈
り
を
こ
め
た
貝
殻
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。

こ
れ
を
な
ぜ
紹
介
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
私

も
作
る
に
当
た
っ
て
い
ろ
い
ろ
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。震
災
後
、漁
協
女
性
部
さ
ん
が
最
初

に
取
り
組
ん
だ
活
動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
震
災

後
、
な
か
な
か
女
性
の
方
々
一
堂
に
会
す
る
機
会

が
な
く
て
、こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
一
つ
の
テ
ー
マ

に
し
て
、
こ
れ
を
作
る
た
め
に
皆
さ
ん
に
集
ま
っ

て
作
業
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
感
じ

た
の
は
、
女
性
は
と
に
か
く
一
人
じ
ゃ
な
く
て
、

み
ん
な
で
集
ま
る
と
す
ご
く
パ
ワ
ー
が
出
る
ん
だ

な
と
い
う
こ
と
で
、
久
し
ぶ
り
に
話
が
弾
ん
で
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
時
も
あ
り

ま
す
が
、そ
れ
で
も
と
に
か
く
、こ
う
い
っ
た
こ
と

を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
赤
間
さ
ん
か
ら
お
話
の
あ

り
ま
し
た
、
仙
南
支
所
水
産
加
工
研
究
会
の
活
動

に
つ
い
て
で
す
。
亘
理
と
い
う
の
は
県
南
の
地
域

で
、「
浜
に
笑
顔
を
取
り
戻
せ
！
〜
震
災
を
乗
り

越
え
て
、
浜
っ
こ
か
あ
ち
ゃ
ん
市
六
年
の
軌
跡

〜
」
と
い
う
こ
と
で
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。
魚
の
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頭
、
う
ろ
こ
、
内
臓
を
取
っ
て
、
調
理
加
工
す
る

活
動
で
、
今
年
の
三
月
の
漁
業
者
の
交
流
大
会
で

は
、
流
通
消
費
拡
大
部
門
で
全
国
で
最
優
秀
賞
と

な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
本
日
も
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
歌

津
支
所
の
女
性
部
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
歌
津
地

区
は
県
の
北
部
に
位
置
し
ま
す
。
歌
津
地
区
で

は
、
空
き
缶
で
レ
ー
ダ
ー
に
反
射
す
る
反
射
板
を

試
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
養
殖
施
設
や
漁
船
に

付
け
る
と
、
漁
船
の
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
し
て
、
場

所
が
分
か
り
ま
す
。
海
上
保
安
部
の
方
に
教
わ
っ

て
、
漁
協
女
性
部
さ
ん
が
作
っ
て
販
売
も
し
て
い

ま
す
。
二
個
一
組
で
七
百
円
だ
そ
う
で
す
。
な
ぜ

こ
れ
を
作
る
か
と
い
う
と
、
他
の
漁
船
が
レ
ー

ダ
ー
に
探
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漁
場
や
筏

に
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
目

印
に
も
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
筏
に
付
け
れ

ば
、
そ
の
辺
、
全
部
レ
ー
ダ
ー
に
引
っ
か
か
る
わ

け
で
す
。
真
っ
暗
な
夜
、
初
め
て
の
船
が
来
て
も
、

安
全
に
航
行
で
き
る
と
い
う
立
派
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
、
歌
津
女
性
部
様
で
す
。

次
に
、
本
日
来
て
い
ま
す
石
巻
東
部
支
所
女
性

部
の
方
々
。
こ
の
石
巻
の
半
島
の
中
部
に
あ
る
支

所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し

ま
し
た
魚
食
P
R
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

浜
で
獲
れ
る
、
旬
の
魚
の
自
分
た
ち
の
食
べ
方
を

動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た

動
画
は
、
ア
ジ
の
な
め
ろ
う
、
カ
キ
チ
リ
。
ア
ク

セ
ス
数
が
一
番
多
い
の
が
鯛
め
し
で
す
。
一
万
ア

ク
セ
ス
と
い
う
こ
と
で
す
。
旬
に
な
っ
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ア
ク
セ
ス
数
も
増
え
ま
す
が
、
意
外
と

皆
さ
ん
に
見
て
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
な
と
思

い
ま
す
。

次
に
、
先
ほ
ど
の
合
同
会
社
が
ん
ば
る
浦
戸
の

母
ち
ゃ
ん
会
の
活
動
で
す
。
少
し
か
ぶ
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
島
の
お
す
そ
わ
け
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、浦
戸
で
頑
張
る
母
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、浦

戸
の
産
品
で
お
弁
当
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
作
っ
て
い

ま
す
。
来
年
三
月
の
全
国
交
流
大
会
の
宮
城
県
代

表
と
し
て「
島
の
お
す
そ
わ
け
」を
発
表
し
ま
す
。

最
後
に
、
宮
城
県
の
取
り
組
み
で
す
。
毎
月
第

三
水
曜
日
は
、
三
と
水
の
語
呂
合
わ
せ
で
「
水
産

の
日
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
産
地
販
売
や
魚
食
普

及
を
こ
の
日
に
集
中
し
て
や
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
三

水
曜
日
は
必
ず
ど
こ
か
で
何
か
や
っ
て
い
る
ね
、

と
い
う
機
運
を
高
め
ら
れ
れ
ば
な
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
い
ま
す
。
実
は
仙
台
中
央
市
場
さ
ん
は
、

水
曜
日
休
み
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
何
で
水
曜
日

な
の
だ
と
散
々
怒
ら
れ
な
が
ら
も
、
今
は
、
火
曜

日
の
市
場
が
開
い
た
と
き
に
、
P
R
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
消
費
者
の
方
々
に
届
く
と
水
曜
日
だ

よ
ね
と
い
ろ
い
ろ
屁
理
屈
を
考
え
な
が
ら
、
や
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
共
通
の
テ
ー
マ
を
も
つ
こ
と
で
、

食
べ
る
き
っ
か
け
を
増
や
す
こ
と
が
、
消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
も

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
い
ろ
い
ろ
な
P
R

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
勢
い
に
乗
っ

て
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
作
り
ま
し
た
。
宮
城
県
「
む

す
び
丸
」
と
い
う
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
す
。
県
庁
合

同
庁
舎
で
、
そ
の
日
に
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
も
ら
っ
た
り
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

然
、
宮
城
県
漁
協
さ
ん
と
は
連
携
し
て
い
ろ
い
ろ

な
展
開
を
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
宮
城
学

院
女
子
大
学
の
平
本
先
生
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
に
は
、
平
本
先
生
と
、

ゆ
で
卵
を
宮
城
県
産
の
ホ
ヤ
で
く
る
ん
だ
商
品
、

「
ホ
ヤ
卵
」
を
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
業
士
の
認
定
も
進
め
て
い
ま
す
。
宮

城
県
の
場
合
、
現
在
、
指
導
漁
業
士
、
青
年
漁
業

士
含
め
て
百
二
十
五
名
が
い
ま
す
。
そ
の
中
の
五

人
の
方
が
女
性
で
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
女
性
漁
業
士
の
活
動
と
し
て
は
、
東
日
本
女

性
漁
業
士
交
流
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
他
県
の

女
性
漁
業
士
の
方
々
と
の
交
流
や
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
す
。

以
上
、
宮
城
県
漁
協
さ
ん
、
そ
し
て
県
の
女
性

活
動
の
主
な
と
こ
ろ
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
日
々
感
じ
る

の
は
、
浜
の
力
は
女
性
か
ら
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
女
性
部
の
方
々
に
は
、

大
変
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、今
、

水
産
振
興
課
長
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

楽
し
く
元
気
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木　

こ
こ
か
ら
「
ト
ー
ク
の
時
間
」
で
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
多
様
な
経
験
と
価
値
観
を
ミ
ッ

ク
ス
さ
せ
た
ら
何
が
生
ま
れ
る
？
」
で
す
。
震
災

後
、
宮
城
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
き

て
、
ま
た
漁
協
も
変
わ
り
始
め
て
い
る
状
況
で

す
。
全
国
的
に
見
て
も
、
漁
業
者
数
が
減
り
水
産

政
策
も
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
従

来
の
価
値
観
に
新
し
く
持
ち
込
ま
れ
る
も
の
を
う

ま
く
取
り
込
む
形
で
、
新
し
い
水
産
や
地
域
の
形

が
生
ま
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初

に
私
が
代
表
と
し
て
、
お
一
人
ず
つ
に
質
問
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た

三
木　

赤
間
さ
ん
は
旦
那
さ
ん
が
脱
サ
ラ
さ
れ
て

ご
実
家
の
漁
業
に
加
わ
り
、数
年
前
か
ら
、う
み
・

ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
ご
参
加
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
前
に
震
災
が
あ
り
ま
し

た
。
思
う
に
、
新
た
に
漁
業
に
入
ら
れ
て
、
か
つ
、

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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お
若
く
し
て
女
性
部
の
役
員
を
さ
れ
て
、
い
ろ
い

ろ
迷
い
な
ど
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
い
か
が
で

し
ょ
う
。

赤
間　

迷
い
は
、
私
の
中
で
は
一
つ
も
な
い
で

す
。
今
か
ら
十
二
年
前
に
、「
女
性
部
の
部
長
を

や
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
こ

の
中
に
私
以
外
誰
も
い
な
い
の
だ
な
と
い
う
こ
と

で
、
す
ぐ
に
引
き
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
何
も
用
意
を
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
漁
協
女
性
部
は
、
こ
う
い
う

も
の
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、
こ
う
い

う
活
動
す
る
の
だ
よ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
ら
も

な
く
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
数
年
間
の
会
計
報
告

を
ど
っ
と
渡
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

実
際
、
私
の
中
で
は
、
主
人
と
一
緒
に
漁
業
を

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
生
き
て
い
く
た
め
の
、
今

日
と
明
日
と
い
う
状
況
だ
っ
た
の
で
、
部
長
自
体

は
、
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
分
会

の
中
の
部
長
、
七
ヶ
浜
は
七
つ
浜
に
別
れ
て
い

て
、
七
人
の
部
長
が
い
て
、
七
人
の
中
か
ら
一
人

代
表
と
い
う
、
少
し
変
わ
っ
た
女
性
部
で
す
。

私
以
外
は
皆
さ
ん
、
私
の
親
世
代
な
も
の
で
す

か
ら
、
考
え
方
も
違
い
ま
す
し
、
出
る
く
い
は
打

た
れ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。
私
は
漁
業
も
知
ら
な

い
、
そ
う
い
っ
た
所
で
育
っ
て
も
お
ら
ず
、
一
次

生
産
者
の
感
覚
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
は
じ
か

れ
は
し
な
い
が
、
少
し
違
う
な
と
い
う
の
は
、
年

数
を
た
つ
ご
と
に
感
じ
て
は
い
ま
し
た
。
嫌
だ
な

と
い
う
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

自
分
が
部
長
と
い
う
名
前
を
持
て
た
こ
と
で
、
何

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
な
と
い
う
考
え
方
で
日
々
過

ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ノ
リ
の
養
殖
業
も
、
元
々
は
主
人
の
父
と
母
が

二
人
で
や
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
主
人
が
手
伝
っ
て

い
る
と
い
う
だ
け
の
形
で
し
た
。
病
気
に
な
り
会

社
を
辞
め
て
漁
業
を
や
る
と
い
う
主
人
に
、
よ
く

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
私
も
手
伝
う
形
で
従
っ

た
の
で
す
。

実
際
、
船
に
も
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
、
か
っ
ぱ

も
着
た
こ
と
が
な
い
、
長
靴
す
ら
も
長
時
間
履
い

た
こ
と
が
な
い
。
海
に
行
っ
て
も
、
船
に
乗
っ
て

も
、
ど
っ
ち
が
前
か
後
ろ
か
分
か
ら
な
い
。
綱
を

結
べ
と
言
わ
れ
て
も
、
何
を
言
っ
て
い
る
か
が
分

か
ら
な
い
。
そ
う
い
う
感
じ
で
仕
事
を
し
て
い
た

も
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
必
死
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
こ
う
い
う
の
あ
る
か
ら
、
あ

あ
い
う
の
あ
る
か
ら
と
研
修
会
や
会
合
に
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
交
流
大
会
の
た
め

に
実
績
が
必
要
な
の
で
、
震
災
の
直
前
に
、
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
二
回
参
加
し
ま
し
た
。
や
っ
て
い
く

と
、
な
か
な
か
面
白
い
な
と
い
う
の
は
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
前
で
、
活
動
を
発
表
す

る
よ
う
な
機
会
を
設
け
た
と
き
に
、
な
ん
か
楽
し

い
か
も
と
思
っ
た
の
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

な
ん
と
な
く
慣
れ
て
き
た
と
き
に
、
震
災
が
起

き
ま
し
た
。
私
の
中
で
は
、
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、

新
し
く
、
み
ん
な
と
一
緒
に
同
じ
レ
ベ
ル
で
始
め

ら
れ
る
機
会
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
よ
と
お
誘
い
い
た
だ
い
て
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
正
直
、

自
分
は
一
次
生
産
も
知
ら
な
い
し
、
感
覚
が
少
し

違
う
も
の
だ
か
ら
、
漁
業
を
し
て
い
る
み
ん
な
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
か
、
共
感
く

ら
い
し
か
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
こ
は
、
私
が
所

属
す
る
所
で
は
な
い
ん
だ
な
と
思
っ
て
い
る
と
き

に
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出

会
っ
て
、
自
由
に
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
、
皆
さ
ん

思
っ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う

場
に
出
会
え
た
と
き
に
、
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

何
か
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
ま
ず
、
そ
こ

に
行
っ
て
、
人
と
会
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
の

交
換
を
し
て
、
そ
こ
か
ら
時
間
は
か
か
っ
て
も
、

何
か
始
め
ら
れ
る
ん
だ
な
、
同
じ
気
持
ち
の
人
と

も
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
な
と
い
う
の
が
、

こ
こ
四
〜
五
年
の
実
感
で
す
。
結
構
、
楽
し
く

や
っ
て
い
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

三
木　

私
た
ち
は
赤
間
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
方

が
、
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
来
て

く
だ
さ
っ
て
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
あ
の
頃
か
ら

活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
一
歩
前
に
出
る
」
で
し

た
。
少
し
勇
気
を
出
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
感
覚
を
、
主
催
者
・
参
加
者
含
め
て

共
有
で
き
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

移
住
し
て
「
一
緒
に
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
」

三
木　

塩
坂
さ
ん
は
東
京
か
ら
三
年
前
に
移
住
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
跳
び
箱
の
踏
み
台
を

跳
ぶ
よ
う
な
瞬
間
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
と
い
う
こ

と
と
、
二
つ
目
は
、
今
日
の
テ
ー
マ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
価
値
観
」
の
感
覚
を
お
教
え
い
た
だ
け
た
ら

な
と
思
い
ま
す
。

塩
坂　

ま
ず
は
、
跳
び
箱
を
跳
ぶ
感
じ
に
つ
い
て

で
す
。
大
阪
か
ら
出
て
き
て
、
東
京
で
二
十
年
近

く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
父
島
に
も

長
期
滞
在
で
二
年
間
い
ま
し
た
。
自
分
の
中
で
は

本
業
は
ラ
イ
タ
ー
で
す
。
文
章
を
書
き
ま
す
の

で
、
そ
の
中
で
、
人
生
の
い
ろ
い
ろ
取
材
を
し
て

い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
何
を
見
て
も
、
ど
こ
に

住
ん
で
も
、
い
つ
も
取
材
者
で
い
る
よ
う
な
感
じ

で
す
。
逆
に
、
大
阪
も
そ
ん
な
に
自
分
の
町
だ
と

い
う
感
覚
は
な
く
て
、
何
か
い
つ
も
取
材
を
し
て

発
信
し
た
り
、
そ
の
と
き
ど
き
を
楽
し
ん
だ
り
と

い
う
人
生
で
し
た
。

特
に
、
今
回
の
石
巻
へ
の
移
住
で
、
大
き
い
の

は
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
仕
事
を
置
い
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
雑
誌
の
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
や
っ
て
い

く
に
は
、
東
京
、
せ
め
て
大
阪
に
い
な
い
と
。
メ
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み
ん
な
で
ト
ー
ク

デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
宮
城
に
来
る
と
い

う
時
点
で
、
も
う
、
今
ま
で
二
十
年
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
の
ラ
イ
タ
ー
で
や
っ
て
き
た
も
の
は
全
部
置
い

て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
私
の
中
で
は
、
東

日
本
大
震
災
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。
取
材
と
い

う
と
大
変
申
し
訳
な
い
感
じ
が
し
ま
す
が
、
時
間

を
か
け
て
こ
れ
を
見
る
。
現
場
に
住
ん
で
し
ま
っ

て
見
る
。
人
生
の
み
こ
し
を
一
緒
に
担
ぐ
と
で
も

い
う
の
で
す
か
ね
。
今
ま
で
外
か
ら
見
て
い
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
い
な
が
ら
、
た
ま
に
き
て
、

お
祭
り
っ
て
何
か
変
で
す
が
、
復
興
の
片
棒
を
少

し
担
い
で
は
、
ま
た
帰
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た

の
を
、
実
際
に
こ
ち
ら
に
来
て
か
つ
ぐ
。
も
う
実

は
、
中
古
一
軒
家
も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東

京
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
す
ご
く
安
か
っ
た

で
す
。
車
一
台
分
く
ら
い
で
す
。
お
庭
が
広
く
て
。

都
会
暮
ら
し
だ
っ
た
私
の
人
生
で
は
考
え
ら
れ

な
い
く
ら
い
と
て
も
良
い
お
う
ち
で
す
。
会
社
も

起
こ
し
、
住
民
税
も
固
定
資
産
税
も
払
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
宮
城
に
一
生
い
る
と
決
め
た
わ
け
で

は
な
く
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
の
み
こ
し
を
自
分
も
一
緒
に
担

ぐ
と
い
う
こ
と
が
、
私
の
発
信
の
あ
り
方
で
す
。

今
ま
で
は
、
有
名
人
や
芸
能
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
す
る
仕
事
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

う
い
っ
た
も
の
よ
り
は
、
東
北
の
、
被
災
者
の

方
々
の
立
ち
上
が
り
方
を
、
日
本
や
世
界
に
発
信

し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
ま
ず
は
、
私
の
移

住
の
一
番
大
き
な
理
由
で
す
。
そ
の
中
で
、
日
本

の
魚
食
文
化
の
発
信
と
い
う
の
は
、
被
災
地
の
助

け
に
も
な
る
と
同
時
に
、
日
本
の
産
業
の
助
け
に

も
な
る
と
は
思
い
ま
す
し
、
日
本
人
の
食
文
化
が

良
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
少
し
根
の
深

い
事
柄
を
扱
い
た
く
て
こ
こ
に
来
ま
し
た
。

二
つ
目
の
質
問
の
価
値
観
で
す
が
、
や
は
り
、

確
か
に
苦
労
す
る
こ
と
は
多
い
で
す
。
東
京
や
大

阪
な
ど
人
口
が
多
い
中
で
や
っ
て
き
た
や
り
方
で

は
、
少
し
ぶ
つ
か
る
と
い
う
か
、
層
が
す
ご
く
厚

い
な
と
い
う
印
象
で
す
。
石
巻
に
来
て
、
二
年
間

は
公
務
員
の
方
々
と
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
が
長

く
、
会
社
員
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
公
務
員
の
方
々
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
と
て
も
壁
が
厚
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

な
の
で
、
私
は
、
思
い
切
っ
て
去
年
そ
の
仕
事

を
辞
め
ま
し
た
。
組
織
に
い
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と

守
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
自
分
の
お
金
と
責
任
と
自
分
の
会
社
の
名

前
で
、
こ
れ
か
ら
は
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
覚

悟
で
、
ち
ょ
う
ど
去
年
九
月
七
日
に
設
立
し
ま
し

た
。
価
値
観
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら
そ
れ
が
通
用

す
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

三
木　

会
社
設
立
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
の
今
日
で

す
ね
。

生
産
者
に
大
き
な
ご
ほ
う
び
を

あ
げ
た
い

三
木　

古
川
さ
ん
は
、
私
ど
も
の
、
う
み
・
ひ
と
・

く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
初
め
の
頃
か
ら
ず
っ

と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
ご
報

告
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
今
、
か
な
り
大
き
く
事

業
を
展
開
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど
う
で

す
か
古
川
さ
ん
。
こ
れ
だ
け
長
く
継
続
で
き
た
ポ

イ
ン
ト
、
エ
ッ
セ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
。

古
川　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
長
い
時
間
が
過
ぎ

去
っ
た
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
都

度
無
我
夢
中
で
し
た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
去
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
や
り
た
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
時
間
の
経
過
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
意
識
が
な

い
で
す
。

な
ん
で
こ
ん
な
に
続
け
ら
れ
る
の
で
す
か
と
い

う
質
問
も
よ
く
受
け
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
漁
協
女

性
部
組
織
で
し
た
。
組
合
長
さ
ん
の
命
令
で
、
漁

協
職
員
で
あ
っ
た
私
が
ま
と
め
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
み
ん
な
が
や
り
た
い
こ
と

を
聞
い
た
と
き
に
、
そ
こ
ら
辺
の
直
売
所
で
売
る

の
で
は
な
く
て
、
東
京
の
一
流
百
貨
店
、
デ
パ
ー

ト
の
中
に
置
い
て
み
た
い
と
い
う
す
ご
い
夢
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
少
し
で
も
近
づ
け
た
ら
な

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
漁
協
の
職
員
の
と
き
も
、
職
員
と
い
う
よ

り
も
、垣
根
を
と
っ
ぱ
ら
っ
て
、生
産
者
の
奥
さ
ん

た
ち
と
深
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
ね
。
そ
の
と
き
か
ら
、
こ
だ
わ
り
の
海
苔
を

作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
生
産
者
も
ず
っ
と
見
て
き

ま
し
た
。加
工
品
を
作
る
と
い
う
と
き
に
、単
な
る

佃
煮
で
は
な
く
て
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
よ
う

な
商
品
を
作
ら
な
い
と
、
や
は
り
生
産
者
は
報
わ

れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。真
面
目
に
一
生
懸

命
い
い
海
苔
を
作
っ
て
も
、
さ
っ
と
量
産
す
る
漁

師
さ
ん
た
ち
も
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
の
中
で
、

同
じ
土
俵
で
さ
ば
か
れ
る
と
い
う
の
が
、
納
得
が

い
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
加
工
品
事
業

で
も
将
来
的
に
は
生
産
者
の
顔
を
出
し
て
、
売
っ

て
い
こ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

事
業
と
し
て
や
っ
て
い
く
に
は
、
部
員
さ
ん
た
ち

が
付
い
て
く
る
事
業
に
し
な
い
と
こ
の
事
業
は
成

り
立
た
な
い
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
生
産

者
の
た
め
に
な
る
事
業
を
や
ら
な
い
と
、
こ
の
事

業
は
続
か
な
い
な
と
い
う
の
が
常
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
年
目
か
ら
、
会
社
の
危
機
に
見
舞
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わ
れ
る
く
ら
い
、
本
当
に
波
乱
万
丈
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
や
め
る
こ
と
は
簡
単
に

で
き
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
私
と
し
て
は
、
自
分
の

指
導
力
不
足
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

自
分
を
責
め
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
あ
る
程
度
、
認
知
度
を
上
げ
て
結
果

を
出
す
こ
と
が
一
番
必
要
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
バ
ッ
シ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
無
我
夢
中
で
し
た
。
最
終
的
に
二
人
の
生
産

者
が
付
い
て
き
た
の
で
、
そ
の
生
産
者
に
大
き
な

ご
ほ
う
び
を
や
り
た
い
と
い
う
の
が
私
の
願
い
で

し
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。

途
中
で
辞
め
ら
れ
た
人
た
ち
が
、
一
緒
に
残
っ

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
よ
う
な
事
業
に

し
た
い
な
と
い
う
の
が
、
根
本
に
は
ず
っ
と
あ
り

ま
し
た
。
付
い
て
き
た
生
産
者
に
い
い
思
い
を
さ

せ
る
た
め
に
は
、
も
う
一
踏
ん
張
り
頑
張
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
木　

私
も
い
つ
も
古
川
さ
ん
の
背
中
を
見
て
頑

張
る
ぞ
っ
て
気
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
が
入
っ
て
、

浜
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た

三
木　

浅
野
課
長
、
漁
協
女
性
部
、
そ
し
て
宮
城

の
水
産
が
、
震
災
を
契
機
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

浅
野　

震
災
後
、
浜
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
と

い
う
質
問
か
と
思
い
ま
す
。
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
い
ろ
い
ろ
な
自
治
体
も
含
め
多
く
の
方

か
ら
力
を
得
て
、
復
興
で
こ
こ
ま
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
、
継
続
し
て
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
県
庁
で
も
、
鹿

児
島
、
大
分
、
愛
知
、
長
崎
県
の
職
員
の
方
に
、
ま

だ
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
水

産
技
術
職
員
の
方
々
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
浜
の

ほ
う
に
も
継
続
的
に
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
人
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
増
え
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
が
入
っ
て
き

て
、い
ろ
い
ろ
な
風
が
吹
い
て
、浜
自
体
の
閉
塞
感

が
な
く
な
っ
て
、開
放
感
と
い
い
ま
す
か
、誰
で
も

受
け
入
れ
ら
れ
る
そ
う
い
う
土
俵
が
で
き
あ
が
っ

た
の
か
、
浜
の
雰
囲
気
が
と
て
も
変
わ
っ
た
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。い
い
意
味
で
、ど
ん
ど
ん
前
向
き

な
形
で
、人
の
意
見
を
聞
き
、い
ろ
い
ろ
な
人
の
ア

イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
で
き
る
よ
う

な
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

震
災
後
、
合
同
会
社
を
起
こ
す

三
木　

そ
れ
で
は
、
フ
ロ
ア
の
浦
戸
の
母
ち
ゃ
ん

会
の
方
、
活
動
の
状
況
と
か
、
何
か
こ
の
頃
の
変

化
に
つ
い
て
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。

内
海　

震
災
の
前
は
個
人
で
海
苔
を
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
震
災
後
、
合
同
会
社
母
ち
ゃ
ん
会
に

な
っ
て
海
苔
を
作
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
合
同

会
社
か
ら
海
苔
を
買
っ
て
、
そ
れ
か
ら
母
ち
ゃ
ん

会
の
商
品
と
し
て
加
工
商
品
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
生
産
者
直
売
よ
り
も
、
売
り
上
げ
が
少
な
い

の
が
悩
み
で
す
。
佐
賀
漁
村
女
性
の
会
の
販
売
方

法
で
、
生
海
苔
の
佃
煮
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

古
川　

生
海
苔
の
佃
煮
は
「
漁
師
の
膳
」
と
い
う

ネ
ー
ム
で
す
。
そ
の
中
に
、
何
も
入
っ
て
い
な
い

プ
レ
ー
ン
味
と
、
お
し
ょ
う
ゆ
味
、
ゆ
ず
味
、
梅

味
が
あ
り
ま
す
。
生
海
苔
の
佃
煮
は
、
漁
協
の

O
E
M
で
作
っ
て
い
る
の
で
、
漁
協
が
原
料
の
生

海
苔
は
調
達
し
て
く
れ
、
う
ち
は
そ
れ
を
加
工
し

加
工
賃
を
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
で
も
、

う
ち
の
販
路
が
あ
っ
た
の
で
、
生
海
苔
の
佃
煮
は

最
初
に
生
協
さ
ん
に
入
り
ま
し
た
。
工
場
検
査
も

な
く
、
初
回
は
五
日
間
の
納
期
で
七
千
個
で
す
。

内
海　

そ
れ
、
す
ご
く
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
そ
ん
な
に
生
産
で
き
る
状
況
で
は
な

い
の
で
、
生
協
さ
ん
相
手
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
地
道
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
方
向
で
し

か
、
今
の
と
こ
ろ
で
き
な
い
の
で
す
。
ち
な
み
に
、

そ
の
味
の
中
で
、
一
番
の
売
れ
筋
は
プ
レ
ー
ン
で

す
か
。

古
川　

プ
レ
ー
ン
は
、
も
ち
ろ
ん
定
番
で
人
気
商

品
で
す
。
本
当
に
海
苔
の
味
だ
け
を
楽
し
む
人
が

多
い
で
す
。
梅
は
う
ち
は
「
う
ま
か
の
り
梅
」
を

作
っ
て
い
る
の
で
、
佐
賀
県
の
伊
万
里
の
梅
農
家

の
梅
を
随
分
お
安
く
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

内
海　

海
苔
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
ネ
ッ
ト
で

見
て
注
文
し
た
い
な
と
思
っ
た
ら
、
S
O
L
D 

O
U
T
で
し
た
。

古
川　

す
み
ま
せ
ん
。
手
が
回
ら
な
く
て
。
う
ち

が
商
品
を
開
発
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ご
飯
の
お

と
も
だ
け
で
は
な
く
、
海
苔
の
多
様
な
食
べ
方
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
風
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
海
苔
の
消
費
拡
大
を
し
て

い
か
な
い
と
、
昔
な
が
ら
の
佃
煮
一
本
で
は
市
場

は
厳
し
い
で
す
。
だ
か
ら
、
ヒ
ッ
ト
商
品
が
出
て
、

そ
れ
に
付
属
し
て
佃
煮
と
い
う
形
は
あ
り
で
す
。

今
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
漁
協
が
合
併
し
て
、
単

一
漁
協
に
な
り
、
直
売
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
お
出
し
す
る
の
で
手
一
杯
な
の
で
す
。

内
海　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木　

先
ほ
ど
市
長
か
ら
、「
浦
戸
は
俺
た
ち
で

頑
張
る
か
ら
よ
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
震
災
後
、
浦
戸
で
も
い
ろ
い
ろ
な
変
化

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

内
海　

や
は
り
、
カ
キ
業
者
さ
ん
は
震
災
後
で
も

個
別
で
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
海
苔
屋
さ
ん
は
震

災
前
に
は
個
人
漁
家
だ
っ
た
の
が
、
震
災
後
、
二

件
が
個
人
、
他
の
八
件
が
共
同
で
合
同
会
社
を
作

り
ま
し
た
。
合
同
会
社
は
、
い
い
と
こ
ろ
悪
い
と

こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

震
災
後
、
浦
戸
は
道
路
が
つ
な
が
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
浦
戸
で
は
、
油
を
ド
ラ
ム
缶
で

買
っ
て
い
た
の
で
、
震
災
後
に
転
が
っ
て
い
る
物

を
集
め
、
ス
ト
ー
ブ
用
の
灯
油
や
精
米
機
や
車
の

油
に
し
た
り
と
い
う
形
で
、
み
ん
な
で
共
同
し
て

生
活
を
し
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
と
ま
り
が

す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。
町
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の

入
手
が
大
変
で
し
た
。
市
長
さ
ん
が
お
話
し
し
て

い
た
、「
自
分
た
ち
で
や
る
か
ら
い
い
よ
」
と
い

う
気
持
ち
は
、
震
災
後
も
そ
う
で
す
け
ど
、
今
も

ず
っ
と
継
続
し
て
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
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付
加
価
値
を
つ
け
て
い
く
努
力

三
木　

も
う
少
し
、
地
域
の
状
況
を
お
伺
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
漁
業
士
の
斉
藤

さ
ん
、
震
災
前
後
の
浜
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

斉
藤　

ま
ず
、
震
災
の
復
興
状
況
で
す
が
、
ま
だ

防
潮
堤
工
事
も
終
了
し
て
い
な
い
中
、
私
の
家
で

は
、
ワ
カ
メ
の
加
工
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

春
に
ワ
カ
メ
を
加
工
す
る
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。

今
年
は
こ
ち
ら
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
始

め
た
途
端
に
、
次
の
年
は
、
こ
こ
は
道
路
に
な
る

か
ら
、
工
事
が
あ
る
か
ら
移
動
し
て
く
だ
さ
い

と
、
場
所
を
行
っ
た
り
来
た
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
も
あ
と
二
〜
三
年
の
辛
抱
だ
と
思
っ
て
、
地

元
の
人
た
ち
も
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
に
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
販
路
が
な

く
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
の
加
工
業

者
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
も
お
話

さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
や
ゼ
ロ
で

は
な
く
て
、
リ
セ
ッ
ト
、
気
持
ち
の
切
り
替
え
だ

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
た

方
、
そ
れ
か
ら
定
住
者
や
よ
そ
の
町
か
ら
移
り

住
ん
だ
方
、
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
風
が
入
っ
て
き

た
こ
と
で
、
浜
の
閉
塞
的
な
考
え
方
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
漁
協
の
女
性
部
長
で
す
。
浜
の
人
は
、
付

加
価
値
を
付
け
て
商
品
を
売
る
と
い
う
考
え
方
を

意
外
と
し
な
く
て
、売
っ
て
そ
の
場
で
お
金
に
な
っ

て
し
ま
え
ば
も
う
い
い
や
と
い
う
考
え
方
で
す
。

タ
コ
だ
っ
た
ら
、タ
コ
獲
っ
て
き
て
、ゆ
で
て
売
る

の
が
精
一
杯
。
だ
け
ど
、
そ
こ
か
ら
先
の
加
工
は
、

お
金
も
か
か
る
、手
間
も
か
か
る
。そ
ん
な
面
倒
く

さ
い
こ
と
し
て
ら
れ
な
い
。そ
れ
が
本
音
で
す
よ
。

で
も
、
そ
れ
を
、
い
か
に
付
加
価
値
を
付
け
て
、

一
円
で
も
十
円
で
も
高
く
売
る
。
高
く
売
る
た
め

に
は
、例
え
ば
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
考

え
て
み
る
。
ど
こ
の
浜
の
人
た
ち
に
も
負
け
な
い

自
分
た
ち
の
商
品
を
、
塩
坂
さ
ん
み
た
い
に
ウ
ェ

ブ
を
使
っ
て
P
R
し
た
い
。
宮
城
県
内
で
も
ノ
リ
、

タ
コ
、
魚
な
ど
同
じ
商
品
を
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
浜
に
も
負
け
た

く
な
い
。
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
味
付
け
で
特
徴
の

あ
る
と
こ
ろ
を
出
し
て
、P
R
し
た
い
で
す
。

海
苔
を
ス
ー
パ
ー
に
卸
す
の
で
は
な
く
て
、
も

う
一
ラ
ン
ク
上
、
贈
答
用
の
海
苔
と
し
て
、
販
売

す
る
ラ
イ
ン
ま
で
も
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
に
考

え
方
を
変
え
て
も
ら
う
の
が
結
構
大
変
で
し
た
。

う
ち
の
漁
協
の
お
ば
さ
ん
た
ち
も
、
た
だ
獲
っ

て
き
て
、
魚
を
売
っ
て
お
金
に
す
る
と
こ
ろ
で
、

終
わ
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
去
年
あ
た

り
か
ら
、「
水
産
の
日
」
に
浅
野
課
長
か
ら
付
加
価

値
を
付
け
て
売
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
は
ね
物
や
小
さ
く
て
商
品
に
な

ら
な
か
っ
た
魚
を
唐
揚
げ
や
フ
ラ
イ
に
す
る
。
そ

れ
か
ら
、味
を
付
け
て
煮
魚
に
す
る
。そ
れ
を「
水

産
の
日
」
に
合
同
庁
舎
で
販
売
を
す
る
こ
と
で
、

十
四
円
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
魚
が
百
円
で
売
れ

る
。
少
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
付
け
て
、
真
空
で
冷
凍

し
て
い
れ
ば
、
ま
た
今
度
は
別
の
形
で
、
道
の
駅

に
持
っ
て
い
っ
て
も
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
段
々
欲
が
出
て
き
た
の
で
、
あ
と
も
う
一
息

で
、
も
う
一
段
階
上
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
け
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
浜
の
人
た
ち
を
や

る
気
に
す
る
の
は
大
変
で
す
。

古
川
さ
ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
浜

の
お
母
さ
ん
た
ち
っ
て
考
え
方
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、

語
気
も
強
い
で
す
。
ま
と
め
あ
げ
て
同
じ
方
向
を

向
か
せ
る
の
は
、
結
構
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
辞
め
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
も
同
じ
で
す
。
確
か
に
、
い
ろ
い

ろ
意
見
の
衝
突
は
、
各
浜
い
ろ
い
ろ
経
験
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
言
っ
た
こ
と
が
認
め
て
も

ら
え
な
い
、
一
歩
ス
テ
ー
ジ
上
に
進
む
た
め
に
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
手
探
り
の
状
態
で
は

あ
り
ま
す
が
、
や
っ
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

三
木　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
宮
城
で
は
女

性
も
海
で
働
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
家
業
だ
け
で

も
精
一
杯
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

う
い
う
漁
業
や
労
働
の
特
性
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

苦
し
い
反
面
、

や
り
が
い
の
あ
る
経
済
活
動

三
木　

古
川
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
を
向
い
て

い
る
方
を
ま
と
め
あ
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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工
夫
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

古
川　

全
員
参
加
型
の
組
織
の
中
で
や
る
と
い

う
の
は
、
す
ご
く
難
し
い
で
す
。
五
十
人
い
れ
ば

五
十
人
の
考
え
が
あ
る
。
言
葉
は
悪
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
真
面
目
に
一
生
懸
命
、
き
ち
ん
と
や

ら
な
い
者
に
限
っ
て
い
ろ
い
ろ
口
も
多
い
。
足
も

引
っ
張
る
。
世
の
中
大
体
そ
ん
な
も
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
ほ
ん
の
一
握
り

で
も
、
本
当
に
や
り
た
い
人
を
す
く
い
挙
げ
て
、

そ
の
人
た
ち
が
や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う
思
う
よ

う
な
も
の
に
、
仕
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

私
は
組
織
の
中
で
や
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の

で
、
一
回
出
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
制
約
も
多
い
し
、

思
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
独
立
採
算
で

や
っ
て
い
い
と
い
う
お
許
し
が
出
た
も
の
の
、
漁

協
と
し
て
い
ろ
い
ろ
口
出
す
部
分
が
多
く
て
、
組

織
の
中
で
は
、
自
分
た
ち
が
目
指
す
思
い
切
っ
た

こ
と
は
で
き
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
い
っ
た
ん

辞
め
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
に
、
二
年
後
に
は
漁
協
合
併
と
い
う

話
も
浮
上
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
合
併
後
は
加
工

品
事
業
も
、
堂
々
と
漁
協
の
中
で
で
き
る
か
ら
、

そ
れ
ま
で
待
っ
て
く
れ
と
い
う
お
話
も
一
回
あ
り

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
私
は
今
や
ら
な
い
と
士
気
が

下
が
っ
て
し
ま
う
し
、
や
は
り
、
チ
ャ
ン
ス
が
目

の
前
に
来
た
と
き
に
、
そ
れ
を
つ
か
み
取
る
か
ど

う
か
で
成
功
す
る
か
否
か
っ
て
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
中
で
も
そ
う
で
し
た
か

ら
。
だ
か
ら
、
私
は
そ
う
言
わ
れ
た
と
き
に
、
今

辞
め
な
い
と
、
こ
の
事
業
は
お
そ
ら
く
続
か
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
辞
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
で
辞
め
ま
し
た
。

今
、
漁
協
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
決
し
て
漁
協
の
中
で
一
緒
に
や
っ
て
き
た
と

い
う
の
で
は
な
く
て
、
漁
協
、「
佐
賀
市
漁
村
女
性

の
会
」
が
w
i
nｰ

w
i
n
の
関
係
、
対
等
な
関
係

と
な
っ
た
か
ら
で
す
。
う
ち
が
作
る
商
品
は
よ
そ

に
持
っ
て
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
自
信
も
あ
り
ま
す
。
う
ち
も
漁
協
が
販

売
し
て
く
れ
た
ら
助
か
り
ま
す
し
、
良
好
な
関
係

に
も
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
の
は
、
そ

こ
な
の
で
す
。
反
面
、
漁
協
女
性
部
で
、
仲
良
し

ク
ラ
ブ
で
や
る
の
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
価

値
の
あ
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
活
動
を
や
る
と
い
う
方
向
が
決
ま
っ
た
と

き
か
ら
、
私
の
苦
し
み
は
始
ま
り
ま
し
た
。
だ
け

ど
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
自
分

た
ち
の
作
っ
た
商
品
、
純
粋
な
大
豆
と
塩
だ
け
の

し
ょ
う
ゆ
を
使
う
、
添
加
物
を
一
切
使
わ
な
い
無

添
加
に
こ
だ
わ
る
、
自
分
た
ち
の
中
で
考
え
て
し

た
こ
と
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
商
品
の
リ
ピ
ー

ト
が
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ

は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
、
や
り
が
い
が

あ
る
の
で
す
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

売
れ
る
も
の
を
つ
く
る

三
木　

先
ほ
ど
斉
藤
さ
ん
の
言
葉
の
中
に
、
付
加

価
値
に
は
商
品
の
見
せ
方
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
含

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
あ
り
ま
し
た
。
塩
坂

さ
ん
、「
石
巻
さ
か
な
女
子
部
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン

グ
も
含
め
て
、
こ
れ
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
こ
と

自
体
、
す
ご
く
斬
新
だ
と
思
い
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン

そ
ろ
え
て
、
み
ん
な
や
る
ぜ
と
い
う
気
に
さ
せ
、

さ
ら
に
新
し
い
と
思
わ
せ
る
の
は
す
ご
い
手
法
と

い
う
か
、
セ
ン
ス
だ
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か
。
ま
た
、
宮
城

の
漁
業
や
水
産
物
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

塩
坂　

ま
ず
、
私
は
石
巻
で
グ
ッ
ズ
展
開
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。
あ
る
石
巻
の
仮
設
商
店
街
の
雑
貨

屋
さ
ん
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
不
思

議
な
物
を
売
っ
て
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な

り
ま
し
た
。
石
巻
の
町
中
は
割
と
商
店
街
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
こ
の
皆
さ
ん
の
被
災
後
の
生
活
を
ア

シ
ス
ト
し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
毎
日
、
店
を

頑
張
っ
て
開
け
て
い
て
も
、
売
れ
な
い
と
嘆
い
て

い
る
の
で
す
が
、
見
て
い
る
と
、
そ
り
ゃ
、
売
れ

な
い
よ
な
と
私
は
本
心
で
は
思
っ
て
い
た
の
で

す
。
東
京
か
ら
大
学
生
や
若
い
子
た
ち
も
来
て

い
て
、
み
ん
な
何
か
買
っ
て
帰
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
買
う
物
が
ま
ず
な
い
。
大
変
気

を
遣
う
の
で
す
が
、
本
音
を
言
わ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
例
え
ば
、
ワ
カ
メ
が
、
コ
ン
ブ
が
そ
の
ま
ま

ど
ん
と
あ
っ
て
。
私
、
東
京
で
一
人
暮
ら
し
の
家

で
、
こ
ん
な
に
コ
ン
ブ
い
ら
な
い
。
あ
と
、
結
構

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
缶
詰
な
ど
。
一
回
目
来
た
と
き
は

一
通
り
買
っ
て
、
お
土
産
に
し
ま
す
が
、
二
回
目

以
降
、
買
い
た
い
物
が
な
い
と
。

石
巻
に
限
ら
ず
地
域
活
性
化
、
地
方
創
生
、
復

興
も
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
売
れ
る
物
を
作
ら
な

い
と
。
一
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
ど
う
し
て

一
人
分
に
し
て
く
れ
な
い
の
？
」
で
す
。
簡
単
な

こ
と
で
す
よ
ね
。
コ
ン
ブ
も
こ
ん
な
に
ど
っ
さ
り

い
ら
な
い
。
も
っ
と
一
人
分
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、

か
わ
い
い
物
だ
っ
た
ら
、
会
社
で
配
り
や
す
い
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
そ
れ
が
全
く
な
さ
れ
て
な
く
て
、
今
、

斉
藤
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
海
か
ら
そ

の
ま
ま
き
た
な
と
い
う
感
じ
の
、
そ
れ
は
そ
れ
で

良
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
と
い
う
感
じ
で
す
。

店
を
頑
張
っ
て
開
け
て
い
て
も
、
売
れ
な
い
ん
だ

よ
ね
と
い
う
疲
れ
き
っ
た
商
店
街
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
の
顔
が
あ
っ
た
の
で
、
私
に
も
で
き
る
こ
と

が
す
ご
く
あ
る
な
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。

私
は
、
地
産
地
消
推
進
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ

ろ
の
六
次
産
業
化
支
援
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

一
次
生
産
者
の
方
々
と
お
話
を
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
で
す
。
私
に
は
同
じ
よ
う
に
見
え
る
ワ
カ

メ
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
、「
う
ち
の
が
一
番
お
い

し
い
」
と
み
ん
な
が
言
う
の
で
す
。
よ
く
よ
く
聞

け
ば
浜
ご
と
に
味
が
違
う
と
い
う
理
由
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
れ
を
説
明
す
る
の
は
面
倒
く
さ
い
ん

で
す
よ
ね
。
と
に
か
く
、「
食
え
」
と
。「
食
っ
た
ら

分
か
る
」
と
い
う
。
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

れ
を
丹
念
に
説
明
す
る
の
は
面
倒
く
さ
い
の
で
す

が
、
図
説
に
し
た
り
、
文
章
に
し
た
り
、
今
は
昔

と
違
っ
て
、
無
料
で
S
N
S
が
で
き
ま
す
の
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
、

ぐ
ん
と
こ
う
、
頭
一
つ
浜
の
中
か
ら
抜
き
ん
出
る

こ
と
が
割
と
簡
単
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
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そ
れ
を
続
け
る
こ
と
が
や
は
り
大
切
で
す
。
最

初
ぱ
っ
と
飛
び
つ
い
て
、「
じ
ゃ
あ
、
や
ろ
う
」
と

お
っ
し
ゃ
る
生
産
者
さ
ん
は
す
ご
く
多
い
の
で
す

が
、
や
は
り
続
か
な
い
の
で
す
よ
ね
。
例
え
ば
、

農
家
さ
ん
だ
と
秋
に
な
る
と
収
穫
が
始
ま
る
、
浜

に
し
て
も
生
産
物
に
よ
っ
て
忙
し
い
時
期
が
き
て

し
ま
う
と
、
そ
こ
で
途
切
れ
て
し
ま
っ
て
、
せ
っ

か
く
や
ろ
う
と
な
っ
た
の
に
、
も
う
自
分
た
ち
の

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
、
発
信
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

得
意
な
も
の
は
得
意
な
人
に
任
せ
る

塩
坂　

六
次
産
業
化
で
は
、
私
の
よ
う
な
発
信
を

得
意
と
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
手
を
組
む
こ
と
を
す

ご
く
勧
め
ら
れ
ま
す
。
生
産
者
さ
ん
が
全
部
や
る

と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
な
と
支
援
員
の

頃
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ

し
て
、
得
意
な
も
の
は
得
意
な
人
に
任
せ
る
と
い

う
よ
う
に
、
循
環
が
続
く
よ
う
な
仕
組
み
を
み
ん

な
で
考
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
生
産
者
の
方
も
一

生
懸
命
、
席
に
着
い
て
行
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

お
父
さ
ん
た
ち
に
S
N
S
や
っ
て
く
だ
さ
い
、

ブ
ロ
グ
や
っ
て
く
だ
さ
い
、
イ
ン
ス
タ
や
っ
て
く

だ
さ
い
と
言
っ
て
も
大
変
な
の
で
す
。な
の
で
、娘

さ
ん
な
ど
浜
に
若
い
子
い
な
い
の
で
す
か
と
聞
く

の
で
す
。
例
え
ば
、
そ
の
子
た
ち
に
ア
ル
バ
イ
ト

で
、
月
々
こ
う
し
て
、
週
に
何
回
、
何
曜
日
と
何
曜

日
に
、
こ
う
い
う
情
報
を
出
し
て
く
だ
さ
い
と
い

う
何
か
仕
組
み
を
作
る
こ
と
を
丁
寧
に
や
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
本
当
に
作
っ
て
い
る
物
に
力
が
あ

り
ま
す
。私
も
、六
十
〜
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
食
べ

物
の
た
め
に
東
京
か
ら
移
住
し
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
く
ら
い
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
き
っ

か
け
に
移
住
す
る
人
が
宮
城
県
に
多
い
と
い
う
の

は
、お
そ
ら
く
食
べ
物
に
や
ら
れ
た
と
い
う
か
、東

京
に
は
戻
れ
な
い
よ
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

東
北
に
限
ら
ず
、
地
域
の
自
然
豊
か
な
所
で
取

れ
る
生
産
物
は
本
当
に
力
が
あ
り
ま
す
の
で
、
う

ま
く
出
す
。
自
分
た
ち
で
で
き
な
い
の
に
、
無
理

矢
理
頑
張
っ
て
出
す
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
何
か
得
意
な
人
を
周
り
で
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
探

す
。
ど
う
で
も
い
い
こ
と
を
毎
日
発
信
し
て
い
る

息
子
い
ま
せ
ん
か
ね
。
き
っ
と
い
ま
す
。
そ
う
い

う
子
は
発
信
が
好
き
な
の
で
す
よ
。
そ
ん
な
ば
か

な
こ
と
よ
り
は
、
こ
う
い
う
こ
と
を
あ
な
た
発
信

し
な
さ
い
と
導
い
て
あ
げ
る
と
、
体
は
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
あ
と
は
中
身
と
い
う
か
、

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
あ
げ
る
。
若
い
子
を
育
て
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

や
っ
て
い
け
ば
、
か
な
り
面
白
い
も
の
が
、
日
本

中
か
ら
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
木　

す
ご
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
言
葉
で
発
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

商
品
の
見
せ
方
・
作
り
方

三
木　

め
ば
る
の
桑
原
さ
ん
、
地
域
で
も
、
同
じ

「
ご
ま
だ
し
」
商
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、
抜

き
ん
出
て
い
ま
す
。
ど
う
見
せ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

桑
原　

今
日
、
こ
の
会
が
始
ま
る
前
に
、
そ
こ
の

仲
卸
の
市
場
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

商
品
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
て
、「
い
ら
っ
し
ゃ

ま
せ
」「
お
い
し
い
で
す
よ
」
そ
こ
は
み
ん
な
言

う
。
同
じ
よ
う
な
商
品
も
あ
る
。
そ
の
次
の
言
葉

で
い
い
言
葉
が
出
る
か
ど
う
か
で
、
私
は
足
を
止

め
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
見
せ
方
が
あ
り
ま
す
。
マ
グ
ロ
の

切
り
身
が
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
に
、
一
匹
の
マ
グ
ロ
を
四
分
の
一
の
と
こ
ろ
だ

け
を
切
り
取
っ
て
見
せ
た
店
が
あ
り
ま
し
た
。
ク

ジ
ラ
の
骨
で
作
っ
た
ス
プ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
の
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
同
じ
よ
う
な
店
で
も
、
足
を
止
め
さ
せ
る
か

止
め
さ
せ
な
い
か
の
違
い
が
あ
る
の
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

先
ほ
ど
、
面
倒
だ
か
ら
し
な
い
の
で
す
よ
と
い

う
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
面
倒
な
こ
と
を
し
な

い
と
お
い
し
い
物
も
で
き
な
い
し
、
面
倒
な
こ
と

を
し
な
い
と
お
金
に
も
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
継
続
は
、

し
ん
ど
い
け
ど
楽
し
い
！

グ
ル
ー
プ
を
作
る
と
い
う
の
は
、
大
変
と
言
え

ば
大
変
で
す
。
私
も
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
に
大
泣
き
し
た
こ
と
が
一
回
。
毒
を
吐
い
た
こ

と
が
一
回
。
そ
れ
か
ら
、
め
ば
る
を
残
す
た
め
に

辞
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
一
回
。
早
い
話
が
首
に

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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し
た
と
い
う
、
非
常
に
つ
ら
い
経
験
も
し
ま
し

た
。
そ
の
三
つ
が
今
ま
で
大
き
か
っ
た
で
す
。
め

ば
る
を
残
す
か
残
さ
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
経
験
の

お
か
げ
で
、
順
調
に
今
ま
で
い
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
し
、
こ
の
十
五
年
間
は
私
が
生
ま
れ
て
か
ら

今
ま
で
の
中
で
、
一
番
充
実
し
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
す
。

若
い
人
に
は
、
私
ら
の
で
き
な
い
発
想
も
あ
る

し
、
若
い
人
を
認
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
年
配
に
は
年
配
で
、
認
め
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
、

や
は
り
経
験
が
違
う
か
ら
そ
こ
は
認
め
て
も
ら
い

た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
、
加
工
す
る
と
き
に
、
よ
そ
に
な
い
物

を
作
る
。例
え
ば
、今
私
ら
、「
ご
ま
だ
し
」を
作
っ

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
大
失
敗
を
し
た

の
は
、
い
き
な
り
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
活
魚

の
販
売
を
し
た
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
に
お
い
し
い

魚
を
生
産
者
と
し
て
、
漁
師
と
し
て
獲
っ
て
き
て

い
る
の
に
、
何
で
こ
ん
な
に
魚
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う
か
。
消
費
者
に
は
、
こ
の

魚
が
手
に
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
労
力
と
賃
金
を
考
え
た

と
き
に
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
て
、
そ
う
は
い
っ
て

も
補
助
金
を
も
ら
っ
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
で

す
か
ら
、
何
か
し
て
売
り
上
げ
を
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
周
り
を
見
た
と
き
に
す
り

身
屋
さ
ん
・
開
き
の
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
ま
ず
は
す
り
身
か
干
物
を
作
る
。

あ
と
何
が
で
き
る
か
な
と
思
っ
た
ら
、
ご
ま
だ
し

が
あ
っ
た
の
で
す
。

ご
ま
だ
し
は
、
焼
い
た
魚
に
し
ょ
う
ゆ
と
ご
ま

を
合
わ
せ
た
郷
土
料
理
な
の
で
す
。
今
ま
で
家
庭

で
、
ゴ
リ
ゴ
リ
す
り
鉢
で
す
っ
て
い
た
の
を
、
瓶

に
入
れ
て
売
り
出
し
た
の
が
「
め
ば
る
」
の
始
ま

り
な
の
で
す
。

こ
れ
を
作
る
の
は
簡
単
な
の
だ
け
れ
ど
も
、
売

る
の
が
難
し
い
で
す
。
売
る
の
が
難
し
い
理
由

は
、
例
え
ば
、
食
品
売
り
場
に
空
い
た
所
は
な
い

で
し
ょ
。
最
初
か
ら
空
い
た
所
は
な
い
の
で
す
。

だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
を
空
け
て
も
ら
っ
て
、
自
分

た
ち
の
商
品
が
入
る
。
そ
れ
く
ら
い
厳
し
い
で

す
。
世
の
中
に
た
く
さ
ん
商
品
は
あ
る
か
ら
、
そ

の
中
に
空
け
て
ま
で
入
れ
た
い
商
品
を
作
る
と

い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら
売
れ
る
商
品
か
な
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
十
五

年
間
は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
自
分
の
商
品
が
お

金
に
な
る
。
こ
の
喜
び
は
、
今
ま
で
ず
っ
と
主
婦

を
し
て
き
た
も
の
で
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
で

す
。
働
く
と
い
う
の
は
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
そ

う
な
気
も
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
何
か
面
白
く
て
。
こ
こ
の
、
う
み
・
ひ
と
・

く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
十
五
年
間
も
続
け
て
き

て
い
る
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
古

川
先
輩
も
い
る
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
言
葉

を
聞
い
て
、
自
分
の
も
の
に
す
る
。
た
だ
で
は
、

帰
り
ま
せ
ん
。
手
ぶ
ら
で
は
帰
り
ま
せ
ん
。
そ
の

つ
も
り
で
来
て
い
ま
す
。

海
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い

三
木　

皆
さ
ん
、
県
の
水
産
業
振
興
課
か
ら
も
若

い
方
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
小
野
さ
ん
、

ノ
リ
養
殖
漁
師
さ
ん
の
息
子
さ
ん
で
あ
り
、
か
つ

県
の
普
及
員
で
も
あ
っ
て
、
日
々
、
い
ろ
い
ろ
な

漁
業
者
の
方
や
女
性
部
の
方
と
お
会
い
し
て
、
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
の
難
し
さ
が
い

ろ
い
ろ
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ

う
。

小
野　

漁
家
の
う
ち
と
い
っ
て
も
次
男
な
の
で
、

県
の
職
員
に
な
っ
た
と
い
う
形
で
す
。
自
分
ち
で

漁
業
や
っ
て
い
る
か
ら
、
海
に
携
わ
る
仕
事
が
し

た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
浜
に
よ
っ
て
、
漁
師
の
感
覚
や
思
い
も

違
っ
た
り
す
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
い
い
の
か
難
し
い
と
こ
ろ

で
し
た
。
先
ほ
ど
話
に
出
ま
し
た
よ
う
に
、
う
ち

の
県
の
方
々
、
加
工
は
面
倒
く
さ
い
と
思
っ
た
り

す
る
方
が
非
常
に
多
く
て
、
普
及
員
と
し
て
ど
う

い
っ
た
関
わ
り
方
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と

い
う
の
が
、
戸
惑
い
が
あ
る
部
分
で
し
た
。

間
口
の
広
い
浜
の
取
り
組
み
例

三
木　

震
災
後
、
移
住
者
ら
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な

価
値
観
が
持
ち
込
ま
れ
、
浜
は
動
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
私
ど
も
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
セ
ッ

ト
す
る
際
に
、
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
、
今
回
、
う
み
・

ひ
と
・
く
ら
し
通
信
に
、
関
さ
ん
が
書
か
せ
て
い

た
だ
い
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う

取
り
組
み
も
あ
る
よ
と
い
う
こ
と
で
、
関
さ
ん
か

ら
、
ご
紹
介
願
い
ま
す
。

関　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
震
災

を
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
東
北
に
や
っ
て
来

た
若
い
人
た
ち
と
、
す
ご
く
熱
い
思
い
で
漁
業
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
漁
業
者

に
よ
り
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
カ
ッ
コ
よ
く

て
、
稼
げ
て
、
革
新
的
な
新
3
K
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地
元
の
魚
を
ど
の
よ
う
に
新

た
な
販
売
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
挑
戦
し
て
き
た

魚
屋
さ
ん
の
二
代
目
な
ど
、
主
に
若
い
人
た
ち
が

出
会
っ
て
、
仲
間
を
増
や
し
て
い
っ
て
、
社
団
法

人
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
中
で
、

漁
師
は
漁
師
の
、
魚
屋
さ
ん
は
魚
屋
さ
ん
の
仕
事

を
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
事
務
局
担
当
の
若

者
た
ち
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
、
新
た
な
若
手
漁
師
を
増
や
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
、
県
や
行
政
や
筑
波
大
学
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
漁
業
者
育
成
の
事
業
を
し
て

い
ま
す
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
り
。
今
四
つ
の
地
域
に
で
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
求
人
が
あ
る
と
こ
ろ
に
漁
師

を
当
て
は
め
て
い
く
こ
と
を
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
株
式
会
社
組
織
も
同
時
に
立
ち
上

げ
て
、
水
産
物
の
販
売
や
視
野
を
広
げ
て
輸
出
の

売
り
込
み
も
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
動
き
か
な
と
思
い
ま

す
。
漁
師
も
い
る
し
、
漁
業
が
お
金
に
な
る
ま
で

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
漁
師
だ
け
、
卸
業
者
だ
け
で

は
な
く
て
、
そ
こ
に
ま
た
、
新
し
い
感
覚
を
持
っ

た
、
全
然
違
う
所
か
ら
や
っ
て
き
た
人
た
ち
が
、

見
て
い
て
、
漁
師
か
っ
こ
い
い
じ
ゃ
ん
。
こ
れ
何

と
か
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
希
望
や
可
能
性

を
感
じ
て
、
ま
た
そ
こ
の
仲
間
に
一
緒
に
組
み
込

ま
れ
て
入
っ
て
い
っ
て
、
共
に
活
動
し
て
い
く
と

い
う
の
は
、
最
近
の
新
し
い
動
き
な
の
で
は
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
て
い

く
か
と
い
う
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
生
み

出
さ
れ
て
い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

活
動
は
、
漁
業
と
い
う
社
会
が
、
非
常
に
間
口
が

広
が
っ
て
、
先
ほ
ど
か
ら
閉
鎖
的
な
と
こ
ろ
か
ら

開
放
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
お
話

が
、い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
あ
っ
た
の
で
す
が
、ま
さ

に
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
な
活
動
と
い
う
の
が
、

起
こ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
活
動
が

あ
っ
た
の
で
、紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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や
る
気
の
あ
る
人
の
芽
を
つ
ぶ
さ
な
い

Ｕ　

今
、
漁
業
の
形
態
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、山
口
県
の
萩
市
で
も
、

女
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
船
団
組
ん
で
、
直
接
東

京
の
ほ
う
へ
魚
を
販
売
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

主
人
が
岡
山
で
カ
キ
の
養
殖
を
や
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
や
は
り
、
漁
協
に
縛
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

六
十
軒
ほ
ど
あ
る
漁
師
が
み
ん
な
、
理
事
や
組
合

長
が
総
会
で
決
め
た
漁
協
の
決
ま
り
事
を
守
っ

て
、
そ
の
中
で
生
産
し
て
、
漁
協
に
カ
キ
を
納
め

て
糧
を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
決
め
事
し
た
枠

の
中
で
生
産
し
て
い
る
と
、
魚
価
が
上
が
ら
な

い
ん
で
す
。
世
の
中
の
景
気
な
ん
か
関
係
な
い
ん

で
す
よ
。
だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
い
っ
て
、
一
番
良

か
っ
た
頃
の
半
分
に
も
な
ら
な
い
魚
価
で
す
。
そ

の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
一
粒
で
も
た
く

さ
ん
カ
キ
む
か
な
い
と
お
金
に
な
ら
な
い
の
で
、

朝
早
く
か
ら
、
自
分
の
体
が
続
く
限
り
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
外
国
人
も
入
れ

た
り
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
う
ち
の
奥
さ
ん
が
く
た
び
れ
果
て
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
以
外
の
お
金
に
な
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
は
、
あ
ま
り
や
り
た
く
な
い
っ
て
。

自
分
た
ち
で
魚
を
よ
そ
へ
売
る
な
ん
て
、
自
分

の
と
こ
ろ
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
で

す
よ
、
漁
師
と
し
て
は
。
で
も
、
そ
れ
を
し
て
い

い
の
だ
っ
た
ら
、
そ
の
よ
う
に
も
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

漁
師
が
減
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
生
産
す
る
カ

キ
は
少
な
い
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
単
価
が
上
が
っ

て
も
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
で
も
全
然
関
係
な

い
ん
で
す
よ
。
つ
ら
い
で
す
よ
、
そ
れ
は
。
や
る

気
も
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
の
奮
起
、
ま
た
、
元
気
出
さ
せ
る
よ
う
な
方

策
は
、
国
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

や
る
人
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
、
で
き
な
い
人
は
縛

ら
れ
て
で
き
な
い
と
い
う
の
が
今
の
状
態
で
す
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
を
知
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
浅
野
さ
ん
ど
う
で
す
か
。

浅
野　

カ
キ
の
話
で
す
が
、
宮
城
県
の
事
例
と

し
て
、
カ
キ
は
生
ガ
キ
だ
け
で
す
。
ず
っ
と
漁
協

さ
ん
が
し
っ
か
り
管
理
し
て
出
荷
し
て
い
ま
し

た
。
要
す
る
に
殻
付
き
ガ
キ
の
出
荷
を
ほ
と
ん
ど

し
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ど
ん
ど
ん
岩
手
県
産

を
含
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
と
し
て
も
カ
キ
小
屋
が

出
て
、
殻
付
き
ガ
キ
が
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
殻
付

き
ガ
キ
を
入
札
す
る
こ
と
が
今
ま
で
な
か
っ
た
の

で
、
逆
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
今
、
宮

城
県
で
は
、
宮
城
県
漁
協
が
率
先
し
て
、
殻
付
き

ガ
キ
を
売
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
私
が
考
え
る
に
は
、
漁
業
者
の
方
が

元
気
が
な
け
れ
ば
、
要
す
る
に
も
う
か
ら
な
け
れ

ば
、
漁
協
が
成
り
立
た
な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
、

カ
キ
み
た
い
な
特
殊
な
食
べ
物
、
貝
毒
が
合
っ
た

り
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ
た
り
と
い
う
物
に
つ

い
て
は
、
ど
こ
か
で
し
っ
か
り
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
食
べ
物
か
と
は
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
ば
か
り
言
っ
て
い
て
も
安
け
れ
ば
、
当
然
、
そ

の
分
漁
業
者
の
方
々
が
疲
弊
し
て
い
く
だ
け
で
す

の
で
、
と
に
か
く
売
れ
る
よ
う
な
、
も
う
か
る
よ

う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
駄
目
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

逆
に
、
宮
城
の
カ
キ
と
い
う
の
は
、
殻
付
き
ガ

キ
だ
ろ
う
が
、
生
鮮
ガ
キ
の
漁
業
者
さ
ん
も
苦
し

い
で
す
が
、
や
は
り
、
ど
ん
ど
ん
売
っ
て
い
こ
う

と
。
今
、
宮
城
県
で
は
A
S
C
と
い
う
養
殖
の
関

係
の
認
証
と
し
て
登
録
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
今
の
時
代
に
合
っ
た
形
で
消
費
者
に
も

P
R
し
て
い
か
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
。
結
果
、
当

然
も
う
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る

と
、
誰
が
得
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

き
ま
す
よ
ね
。
や
は
り
、
と
に
か
く
漁
業
者
の
方

が
も
う
か
ら
な
い
と
当
然
漁
協
も
駄
目
に
な
っ
て

い
く
の
で
、
ま
ず
は
漁
業
者
の
方
が
儲
か
る
こ
と

が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
県
と
し
て
も
、
私
ど
も

も
、
漁
業
者
の
方
が
も
う
か
る
た
め
に
は
、
ど
う

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
進
め
て
い

る
つ
も
り
で
す
。

Ｕ　

そ
う
い
う
の
は
、
う
ち
の
県
の
水
産
課
に

言
っ
て
も
、
聞
い
て
く
れ
な
い
の
で
す
よ
ね
。
全

然
組
合
に
来
て
く
れ
な
い
。
の
ぞ
か
な
い
の
で

す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
ね
。

浅
野　

や
は
り
そ
れ
は
漁
協
さ
ん
、
各
県
で
の
や

り
方
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

早
乙
女　

私
は
以
前
水
産
庁
に
い
て
、
復
興
の
関

係
で
、
七
年
間
こ
の
宮
城
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
震
災
直
後
か
ら
ず
っ
と
お
付
き
合
い
を
し
て

き
た
の
で
す
が
、
殻
付
き
ガ
キ
を
売
る
こ
と
に
対

し
て
、
漁
協
さ
ん
は
あ
の
当
時
は
、
非
常
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
で
し
た
。
で
も
、
む
き
場
も
な
い
の
に
、

ど
う
や
っ
て
む
き
身
を
作
る
ん
だ
と
。
そ
れ
な

ら
、
殻
付
き
で
売
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
若
い
人
た
ち
は
お
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。

彼
ら
が
自
主
的
に
始
め
た
と
い
う
の
が
、
私
は
実

態
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
殻
付
き
ガ
キ
を
い
き
な
り
出
し
た
っ

て
、
売
れ
る
わ
け
が
な
い
の
で
、
き
ち
ん
と
掃
除

を
し
て
、
売
り
や
す
い
形
に
す
る
こ
と
を
一
生
懸

命
に
や
り
、
同
時
に
そ
れ
を
買
っ
て
く
れ
た
卸
の

人
た
ち
が
い
た
か
ら
、
商
売
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
。
一
年
二
年
た
ち
、
世
間
が
殻
付
き
ガ
キ
を
評

価
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
す

か
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
中
で
、
漁
協
さ
ん
も

変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
き

ガ
キ
で
す
と
人
を
雇
う
問
題
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
こ
を
含
め
て
考
え
方
を
変
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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う
と
思
い
ま
す
。

震
災
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
二
〜
三
年
と
い

う
短
期
間
で
ぐ
っ
と
動
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
閉
塞
感
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
他

の
地
域
に
も
全
く
同
じ
よ
う
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
今
こ
れ
だ
け
、
情
報
が
横
に
す
ぐ
広
が
る
時

代
で
す
か
ら
。
ど
こ
か
の
組
合
が
一
カ
所
で
も
あ

れ
ば
他
の
組
合
の
人
は
そ
こ
を
見
る
で
し
ょ
う

し
、
そ
こ
の
グ
ル
ー
プ
、
個
人
で
も
い
い
け
れ
ど

も
、
何
か
始
め
て
商
売
が
で
き
る
人
が
出
れ
ば
、

そ
れ
を
見
て
、
や
り
た
い
と
い
う
人
は
絶
対
出
ま

す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
そ
こ
が
、
今
日
話
が
あ
っ
た
、
一
歩

誰
が
踏
み
出
す
か
と
い
う
と
こ
ろ
と
共
通
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
な
と
い
う
気
は
し
ま
す
。
私
が

宮
城
を
見
て
い
た
と
き
に
、
震
災
の
影
響
で
宮
城

の
む
き
ガ
キ
が
全
然
世
の
中
に
出
な
く
な
っ
て
、

代
わ
り
に
兵
庫
と
岡
山
の
カ
キ
が
ス
ー
パ
ー
に

並
び
ま
し
た
。
む
き
ガ
キ
の
世
界
で
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
今
、
そ
れ
で

宮
城
の
む
き
ガ
キ
が
非
常
に
苦
戦
を
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
繰
り
返
し
で
す
よ

ね
。
ト
レ
ン
ド
に
合
わ
せ
た
製
品
を
い
か
に
作

れ
る
か
、
そ
れ
を
い
か
に
見
越
し
て
出
し
て
い

く
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
競
争
で
す
。
そ
れ
は
誰
か

に
指
導
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
て
、
自
分
た

ち
の
直
感
と
ア
ン
テ
ナ
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
で
も
、
き
っ
か
け
を
作
る
人
さ
え
見
つ

か
っ
て
く
れ
ば
、
自
然
と
そ
れ
を
見
て
や
っ
て
い

く
よ
う
に
は
な
っ
て
い
く
の
で
、
芽
を
潰
さ
な
い

と
い
う
の
が
、
私
が
役
人
を
し
た
と
き
の
一
番
の

感
想
で
す
。

や
る
気
が
あ
る
人
間
を
潰
す
こ
と
を
抑
え
る
。

こ
れ
は
、
役
所
の
人
た
ち
み
ん
な
考
え
て
い
る
と

思
う
の
で
、
そ
の
中
で
、
ま
ず
、
発
想
を
持
っ
て

い
る
人
間
を
見
つ
け
て
、
動
き
出
す
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
一
歩
一
歩
や
っ
て
い
く
と
し
か
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
、
い

ろ
い
ろ
使
え
る
よ
う
な
助
成
の
制
度
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
勉
強
し
て
い
た
だ
く

し
、
普
及
員
の
方
々
に
相
談
し
て
く
れ
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
は
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
お
答
え
に
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、
誰
か
踏
み
出
す
人
間
を
見
つ
け
て
い

く
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｖ　

こ
れ
は
日
本
全
国
の
漁
業
者
の
問
題
で
す
。

漁
協
で
は
女
性
が
表
に
出
て
い
け
な
い
で
す
。
理

事
に
も
な
れ
な
い
し
、
運
営
委
員
に
も
な
れ
な
い

で
す
。
何
で
か
。
組
合
組
織
が
変
わ
っ
て
い
な
い

か
ら
で
す
。
一
つ
の
漁
協
に
何
か
す
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
れ
ば
で
き
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
ん

な
こ
と
し
た
ら
、
漁
協
、
漁
民
か
ら
袋
だ
た
き

な
ん
で
す
。

私
も
二
十
五
年
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
自
分

で
立
ち
上
げ
、
海
苔
を
自
己
販
売
し
て
い
ま
す
。

だ
け
れ
ど
も
、
こ
こ
ま
で
く
る
の
に
、
袋
だ
た
き

に
あ
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
国
が
、
農
協
さ
ん

に
テ
コ
入
れ
し
ま
し
た
よ
ね
。
国
は
漁
協
さ
ん
に

も
、
そ
う
い
う
の
を
し
て
、
少
し
刺
激
を
与
え
て

も
ら
わ
な
い
と
、
み
ん
な
辞
め
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
現
状
は
と
て
も
大
変
な
の
で
す
。

意
識
を
持
っ
て
声
を
あ
げ
て
い
く

Ｘ　

漁
業
界
の
中
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
す
れ
ば
生
き

残
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
過
大
な
幻
想

が
あ
り
ま
し
た
ね
。
今
や
何
も
な
い
。
た
だ
、
宮

城
県
は
G
I
表
示
も
取
り
ま
し
た
。
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
や
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
で
す
か
。

浅
野　

G
I
登
録
は
銀
ザ
ケ
で
は
や
り
ま
し
た
。

Ｘ　

G
I
表
示
っ
て
ど
れ
く
ら
い
認
知
さ
れ
て
い

ま
す
？
そ
れ
で
、
宮
城
県
は
、
震
災
の
と
き
、
早

く
に
市
場
開
放
と
い
う
こ
と
で
、
民
間
を
導
入
し

ま
し
た
。
今
後
、
水
産
庁
は
、
漁
業
権
の
開
放
を

言
っ
て
い
る
中
で
、
宮
城
県
は
ど
う
い
う
対
応
を

さ
れ
る
の
か
伺
っ
て
み
た
い
で
す
。

浅
野　

漁
業
権
の
開
放
の
話
で
す
が
、
あ
く
ま
で

国
の
指
導
の
中
で
や
っ
て
い
く
話
で
す
の
で
、
国

の
動
き
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

三
木　

今
年
の
水
産
政
策
の
改
革
な
ど
、
現
在
水

産
政
策
も
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
な
か
な
か
温
度
差
が
あ
っ
て
、
難
し
い

議
論
だ
な
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
場
、
も
ち
ろ
ん

そ
う
い
う
政
策
の
変
化
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化

等
、
本
当
に
も
う
、
ひ
た
ひ
た
と
か
な
り
き
て
い

る
中
で
、
私
た
ち
は
ど
う
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
テ
ー
マ
は
「
価
値
観
と
経
験
を
ど
う

ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
か
」
と
い
う
ソ
フ
ト
な
表
現
に

し
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
私
た
ち
の
女
性
活
動

で
も
、
次
の
展
開
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
ず
っ
と
受
け
身
の
立
場
で
攻
め
込
み
口

調
で
話
し
て
い
て
も
、
私
た
ち
が
ど
う
す
る
か
、

能
動
的
な
意
見
が
出
て
こ
な
い
限
り
は
、
な
か
な

か
次
に
進
め
な
い
。
み
ん
な
が
問
題
を
共
有
し
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
で
考
え
る
。
そ
れ
を
ど
う
情

報
交
換
し
て
一
つ
の
形
に
し
て
い
く
か
。
個
別
の

動
き
か
ら
得
た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
共
有
し
て
、
や
り

が
い
の
あ
る
な
に
か
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
の
が
私
た
ち
の
思
い
で
す
。

関　

水
産
政
策
の
あ
り
方
は
個
人
的
に
い
ろ
い
ろ

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
時
代
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ

て
い
く
中
で
、
今
ま
で
ど
お
り
で
は
い
か
な
い
の

だ
ろ
う
な
と
い
う
の
は
確
か
で
す
。
そ
の
と
き
私

が
大
事
だ
と
思
う
こ
と
は
、
今
ま
で
の
漁
師
さ
ん

た
ち
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
い
け
る
の
か
、

ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
け
る
の
か
、
わ
ー
っ

と
入
っ
て
き
て
、
軒
下
貸
し
た
ら
母
屋
取
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
そ
の
中
で
、
共
存
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
今
の
政
策
の
ま
ず
さ
、
つ
ま
り
、

突
然
ふ
っ
て
わ
い
た
よ
う
に
話
が
進
み
、
誰
が
、

い
つ
、
そ
ん
な
話
が
決
ま
っ
た
の
と
み
ん
な
が

び
っ
く
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
お
か

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
う
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
今
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
こ
れ

は
お
か
し
い
、
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
、
私
た
ち
が
声
を
挙
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
駄

目
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

陰
で
、
こ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
困
る
わ
と
か
、

本
当
に
勝
手
な
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
と
言
っ
て
い

る
う
ち
は
、
そ
の
声
は
絶
対
届
か
な
い
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
の
声
を
ど
う
や
っ
て
届
け
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
先
ほ
ど
、
ど
な
た
か
、
女
性

は
役
員
に
も
な
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
れ

な
い
わ
け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。
実
情
と
し

て
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
よ
ね
。
漁
協
の
女
性
役

員
と
い
っ
た
ら
、
全
部
で
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

か
で
す
よ
ね
。
ず
っ
と
そ
う
い
う
状
態
が
続
い
て

い
る
わ
け
で
す
。

で
は
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い
け
る
の

か
と
い
う
の
は
、
と
て
つ
も
な
く
大
変
な
話
で
は

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
を
上
げ
て
い
け
る
の
か
、
あ
る
い
は

女
性
が
役
員
に
な
れ
な
く
て
も
、
女
性
の
声
を
代

弁
で
き
る
人
を
役
員
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
、
そ
れ
は
浜
々
で
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
違

う
と
思
う
の
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
こ

う
す
れ
ば
い
い
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
こ
と
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な
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
漁
村

の
女
性
の
人
た
ち
が
ま
ず
意
識
を
持
っ
て
い
く
と

こ
ろ
も
大
事
な
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す
。
誰
か
が

や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
自
分
が

ど
う
す
る
の
か
と
考
え
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な

い
。
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
声
は
挙
げ
な
い
と
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
と
地
域
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
食
べ
物

足
立　
「
N
P
O
法
人
食
生
態
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
理
事
長
を
し
て
い
ま
す
、
足
立
己
幸
と
申
し
ま

す
。
す
ご
く
た
く
ま
し
い
討
論
と
い
う
か
、
本
当

に
感
動
し
て
、圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。一
つ
、心
配

な
こ
と
と
、
一
つ
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
は
、
仕
事
と
、
自
分
自
身
の
健
康
と
、
暮
ら

し
、
今
の
言
葉
で
言
え
ば
、
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の

バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
漁
業
に
関
係
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
元
気
で

や
っ
て
い
け
る
う
ま
い
バ
ラ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
た
だ
い
て
、
事
例
を
出
し
合
っ
て
い
く
と
、

そ
れ
は
非
常
に
揺
る
ぎ
の
な
い
実
証
に
な
る
わ
け

で
す
よ
ね
。
水
産
物
を
中
心
と
し
た
食
生
活
だ
か

ら
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
が
、
言
え
る
よ
う
な
や
り

方
を
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
い
う

の
が
一
つ
で
す
。

実
は
、
そ
れ
、
架
空
の
夢
物
語
で
は
な
く
て
、

私
、
暮
ら
し
と
の
、
地
域
と
の
関
わ
り
で
、
そ
う

い
う
特
徴
を
十
分
に
考
え
な
が
ら
、
人
間
ら
し
い

生
活
の
た
め
に
、
ど
ん
な
物
を
ど
の
よ
う
に
食
べ

た
ら
い
い
か
と
い
う
「
食
生
態
学
」
と
い
う
分
野

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
仲
間
五
人
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
東
京
水
産
振
興

会
の
食
育
事
業
の
事
業
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
人
間
行
動
、
人
間
生

活
レ
ベ
ル
で
水
産
物
を
多
く
食
べ
る
こ
と
の
良
さ

は
何
か
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
例

え
ば
、
魚
料
理
を
週
に
三
〜
四
回
以
上
食
べ
て
い

る
世
帯
の
子
ど
も
は
、
家
族
と
の
共
食
頻
度
が
高

い
等
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
実
際
に
、
魚
を
箸
で
食
べ
な
が
ら

育
っ
て
い
る
子
は
、
手
指
の
発
達
、
そ
れ
が
使
っ

て
い
る
ほ
う
の
手
指
だ
け
で
は
な
く
て
、
使
わ
な

い
ほ
う
の
手
指
が
供
応
活
動
と
い
う
の
だ
そ
う
で

す
が
、
こ
ち
ら
が
支
え
て
い
く
ほ
う
の
機
能
も
発

達
し
や
す
い
と
い
う
ふ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
発

達
の
段
階
で
も
、
非
常
に
優
れ
て
い
る
こ
と
も
、

分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
魚
を
食
べ
て
い
る
場
合
に
は
、

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
る
食
事
の
頻

度
が
高
い
こ
と
も
デ
ー
タ
上
出
て
き
て
い
ま
す
。

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
る
食
事
と
い

う
の
は
、
健
康
作
り
に
と
っ
て
の
望
ま
し
い
食
事

の
、
一
つ
の
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
実
は

そ
れ
も
私
た
ち
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。
そ
う
い
う

結
果
も
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
魚

を
も
う
少
し
、
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
と
い
う

た
め
の
付
加
価
値
、
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
な
っ
て

い
る
付
加
価
値
の
一
つ
に
水
産
物
を
食
べ
る
こ
と

の
人
間
ら
し
い
生
活
と
し
て
の
良
さ
を
、
し
っ
か

り
研
究
結
果
を
示
し
な
が
ら
、
伝
え
て
い
く
こ
と

も
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
日
の
多
様
な
経
験
と
価
値
観

を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ぜ
ひ
、

私
た
ち
の
よ
う
な
生
活
者
レ
ベ
ル
で
、
水
産
物
の

特
徴
に
つ
い
て
学
び
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
人

た
ち
と
の
ミ
ッ
ク
ス
と
い
う
の
も
大
事
か
な
と

思
い
ま
す
。
こ
ん
な
た
く
ま
し
い
、
ど
う
い
っ
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
、
素
晴
ら
し
い
討
論
に
、
そ

う
し
た
関
係
者
た
ち
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
機
会
を
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
作
っ

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
の
で
、

感
謝
の
気
持
ち
と
両
方
で
発
言
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

三
木　

足
立
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
経

験
と
価
値
観
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る
、
世
代
や
居
住
地

だ
け
で
も
な
く
て
、
他
分
野
も
含
め
て
そ
こ
を
ど

う
ミ
ッ
ク
ス
で
き
る
か
と
い
う
観
点
を
お
示
し

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ラ
イ
フ
と

ワ
ー
ク
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
さ
に
、
働
き
方
だ
と
思

い
ま
す
。
働
き
方
、
人
間
ら
し
い
生
活
、
そ
し
て

幸
せ
感
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
、

ど
う
い
う
方
で
も
、
基
本
は
幸
せ
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
の
方
法

論
や
、感
じ
方
の
違
い
は
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
幸
せ
に
な
り
た
い
と

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ

な
経
済
情
勢
、
国
際
関
係
、
政
策
も
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
そ
れ
を
シ
ビ
ア
な
も
の
と

し
て
把
握
し
な
が
ら
、
水
産
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

も
同
時
に
や
っ
て
い
け
る
か
を
勘
案
し
な
が
ら

も
、
皆
さ
ん
生
活
者
で
す
よ
ね
。
そ
の
ラ
イ
フ
と

ワ
ー
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
れ
る
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
幸
せ
に
ど
う
向
か
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
少
し
勇
気
を
出
し
て
、
歩
ん
で
み
る
、

発
言
し
て
み
る
、
意
見
を
交
換
し
て
み
る
と
い
う

よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
進
め
て
い
け
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
か
ら
、
一

言
ず
つ
お
言
葉
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
の
心
が
安
定
す
る
よ
う
な

仕
事
と
暮
ら
し
を

浅
野　

貴
重
な
時
間
、
こ
う
い
っ
た
い
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会
で
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古
川　

私
は
、
こ
の
加
工
品
事
業
を
始
め
て
、

十
八
年
間
に
な
り
ま
す
が
、
人
が
思
う
ほ
ど
大

変
だ
っ
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
で
す
。
き
つ
い
一

方
、
や
り
が
い
や
楽
し
み
の
持
て
る
事
業
で
あ
っ

た
の
は
確
か
で
す
。
だ
か
ら
、
体
が
続
く
限
り

は
、
こ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
て
い
け
た
ら
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

塩
坂　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
場
に
初
め
て
来
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

最
初
、
場
違
い
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
宮
城
県
は

先
進
だ
っ
た
の
か
と
驚
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
の

理
由
が
、
く
し
く
も
本
当
に
被
災
は
大
変
な
経

験
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
分
の
ペ
イ
が
、
も
し

か
し
た
ら
、
こ
の
場
所
で
先
進
と
い
う
形
で
か

え
っ
て
き
て
、
皆
さ
ん
の
苦
労
が
、
こ
れ
か
ら
報

い
の
よ
う
な
形
で
か
え
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
な
と
、
今
日
、
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
私
も
一
緒
に
魚
食
文
化

の
み
こ
し
を
担
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

赤
間　

宮
城
県
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

魚
食
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
少
し
。
今
、
子
ど
も

た
ち
、
生
ま
れ
て
く
る
子
も
少
な
い
中
で
、
お
箸

を
使
え
な
い
子
、
見
る
の
で
す
よ
ね
。
魚
を
食
べ

な
い
子
も
。
実
際
、
私
も
缶
詰
を
食
べ
て
育
っ
て

き
た
派
な
の
で
す
。
で
も
、
今
は
き
ち
ん
と
自
分

で
む
い
て
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
や
は
り
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な
け
れ

ば
、
幾
ら
私
た
ち
が
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と

言
っ
て
も
、
魚
だ
け
は
ど
う
し
て
も
、
肉
と
違
う

の
で
。
食
べ
方
を
教
え
て
、
お
い
し
い
ね
と
一
緒

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

あ
と
、い
つ
も
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、自
分
の

家
の
海
苔
だ
け
が
売
れ
て
ほ
し
い
と
は
思
っ
て
い

な
い
で
す
。
好
景
気
、
不
景
気
と
な
っ
て
し
ま
う

の
も
仕
方
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
、

作
っ
て
い
る
人
た
ち
、
海
苔
で
も
、
ワ
カ
メ
で
も
、

カ
キ
で
も
、
お
魚
獲
っ
て
い
て
も
そ
う
な
の
で
す

け
れ
ど
も
、
日
本
中
の
皆
さ
ま
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
、

み
ん
な
の
心
が
い
つ
も
安
定
す
る
よ
う
な
、
そ
う

い
っ
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
仕
事
が
う
ま
く

い
け
ば
、
世
界
中
の
み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
な
物
を

食
べ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
い
つ
も
願
っ
て
い
ま

す
。
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木　

パ
ネ
ラ
ー
、
そ
し
て
フ
ロ
ア
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
拍
手
）
。
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